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基本戦略 2  自立創造 

 

 ２-１：地域の魅力を発信する「山の湊」を創る 

 ２-１-１：市内に多くの人が訪れている 
 

自然環境や歴史、文化などの地域資源を生かした観光イベントの充実や市民ぐるみの受け入れ態

勢の充実、魅力を効果的に発信するための情報戦略など、来訪者の滞在性や回遊性を高める活動が

進んでおり、地域が活気にあふれている。 

 

重点 ２-１-１-１：地域資源を活かした観光戦略を進めます 
 

【施策の基本方針】  
 体験型観光や自然環境を活かした DOS（ドゥ･アウトドア･スポーツ）

の展開、豊富な自然・民俗・歴史等の文化資源のネットワーク化、案内ボ

ランティアの育成など、地域の資源を効果的に活かし発信するための観光

戦略を推進します。 

 
【施策の現状・経過】  

DOS（ドゥ・アウトドア・スポーツ）の展開や豊富な自然・民俗・歴史等の文化資源の保護育成を進めると

ともに、二次交通対策や湯谷温泉施設の維持管理、滞在型観光の検討など観光客の受け入れ態勢整備を進めて

います。また、本市の認知度向上に向けて、DVD 作成やガイドマップの作成を行っています。その他にも、広

域連携による誘客対策（誘客イベントや物産展、HP 作成など）を進めています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「にぎわいの創出と交流人口対策」の満足度 43.6 55.0 44.0 60.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市への観光入り込み客数 2,105 千人 2,261 千人 2,428 千人 2,608 千人 2,801 千人 

指標①の内容 
愛知県観光リクリエーション利用者統計（行・催事については、年間１千人以上、他の

観光資源については、年間１万人以上を調査対象）による 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●観光基本計画の具体化のため、計画的に事業を推進する必要がある。 

●温泉宿泊客の減少に伴い、温泉源を維持するための温泉使用料が減少傾

向にある。 

●スポーツイベントは、多くのニーズに対応した種目が望ましいが、対応

するスタッフや会場の確保が難しい。 

●今後の歴史文化財の保存と活用について、市民との協働を進める必要が

ある。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

文化財保護事業 

・文化財調査の実施、資料等の分類整理 ・保存活用方法の

検討 ・指定文化財の保存事業 ・研究組織の立ち上げ ・民

俗芸能活動の調査 ・継承団体育成のための助成金交付 

・草刈等の環境整備の実施 ・環境パトロールの実施 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(活動) 文化財調査数 4 件 ３件 ３件 ３件 ３件 ３件 

(成果) 芸能見学者数 2,720 人 2,100 人 2,100 人 2,100 人 2,100 人 2,100 人 

 

 

 



- 60 - 

事業名 主な内容 市民協働指数 

観光のまち 新城 ＰＲ事業 
・ガイドマップ作成 ・チラシ作成 

・観光キャンペーン･物産展出展 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
イベントにおける観光パンフレ

ット配布回数 
10 回 18 回 20 回 17 回 17 回 17 回 

(成果) 市への観光入込客数 1,960千人 2,105千人 2,261千人 2,428千人 2,608千人 2,801 千人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

観光二次交通検討事業 ・レンタルサイクル・観光タクシー等の調査研究 
③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(活動) 検討調査 検討 検討 検討 検討 検討 検討 

(活動) モデル事業実施 0 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市観光協会支援事業 
・観光イベント実施補助 

・イベントの立案・実施 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(活動) イベント回数 7 回 8 回 7 回 7 回 7 回 7 回 

(成果) イベント来場者数 270 千人 284 千人 319 千人 300 千人 312 千人 324 千人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

湯谷温泉街振興事業 
・施設修繕費  ・足湯施設整備 

・湯谷温泉イベントへの支援 

・足湯による温泉ＰＲ 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(成果) 湯谷温泉入込客数 39 千人 71 千人 71 千人 72 千人 73 千人 74 千人 

(成果) 温泉イベント集客数（市） 2,200 人 2,200 人 2,200 人 2,200 人 2,200 人 2,200 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

観光基本計画推進事業 
・住民・観光客アンケートの実施 

・行動計画の策定 

・観光基本計画の見直し 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(活動) 観光基本計画推進委員会 ６回 6 回 6 回 6 回 6 回 6 回 

(成果) 市への観光入込客数 1,960千人 2,105千人 2,261千人 2,428千人 2,608千人 2,801 千人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

広域観光振興推進事業 
・広域観光事業を実施する協議会への負担金 

・境域観光事業への事業参加 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(活動) 広域観光 PR 数 2 回 4 回 4 回 4 回 4 回 4 回 

(成果) 市への観光入込客数 1,960千人 2,105千人 2,261千人 2,428千人 2,608千人 2,801 千人 

 

事業名 主な内容 市民協働指数 

地域おこし協力隊運営事業（観光） 

【再掲】 

・アウトドアスポーツイベント開催等による体験型観光の

推進 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(活動) 地域おこし協力隊による情報発信 ― 48 回 80 回 120 回 － － 

(活動) 体験イベントの実施 ― 2 回 3 回 4 回 － － 

 

事業名 主な内容 市民協働指数 

DOS 地域再生事業【再掲】 

・新城ラリー（自動車）の開催 
・ツール・ド・新城（自転車）の開催 
・新城トレイルレース（ﾏﾗｿﾝ）の開催 
・三河高原トレイルレースの開催 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(成果) 観客動員数[ラリー] 42,000 人 48,000 人 50,000 人 50,000 人 50,000 人 50,000 人 

(成果) 経済効果[ラリー]（単位：千円） 700,000 890,000 900,000 900,000 900,000 900,000 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-１-１-２：観光施設を有効に活用します 
 

【施策の基本方針】  
 道の駅や温泉施設、歴史･文化を紹介するための資料館などを、集客交

流の拠点施設として有効に活用するため、施設の充実と適正な維持管理に

努めます。また、市内に点在する観光施設の案内看板や公衆トイレの整備

など、来訪者の利便性の向上を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

鳳来ゆ～ゆ～ありいなをはじめ各観光施設の維持管理を行っています。また、老朽化した公衆トイレ等の更

新を進めています。 

これまで整備を進めていた「もっくる新城」は、市内で３番目となる道の駅として平成 2７年３月に開駅し

ました。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「にぎわいの創出と交流人口対策」の満足度 43.6 55.0 44.0 60.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市への観光入り込み客数 2,105 千人 2,261 千人 2,428 千人 2,608 千人 2,801 千人 

指標①の内容 
愛知県観光リクリエーション利用者統計（行・催事については、年間１千人以上、他の

観光資源については、年間１万人以上を調査対象）による 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●老朽化している施設が多数あるため、維持管理が困難になる。 

●維持管理のために地元の協力体制を整える必要がある。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

東海自然歩道管理事業 ・東海自然歩道管理 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 東海自然歩道入込客数 230 千人 230 千人 230 千人 230 千人 230 千人 230 千人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

観光施設等維持管理事業 ・公園内施設維持管理 
③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 市への観光入込客数 1,960 千人 2,105 千人 2,261 千人 2,428 千人 2,608 千人 2,801 千人 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

観光施設等整備事業 
・公衆トイレ建設 

・案内看板整備 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) トイレ更新数 ３か所 ２か所 ２か所 ２か所 ２か所 ２か所 

(活動) 看板設置数 ４か所 ６か所 ５か所 ５か所 ５か所 ５か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

鳳来ゆ～ゆ～ありいな管理運営事業 
・施設運営管理 

・建物及び設備修繕 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 施設利用者数 190 千人 190 千人 190 千人 190 千人 190 千人 190 千人 

(成果) 売上額（単位：千円） 55,000 67,000 67,000 67,000 67,000 67,000 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

桜渕公園再整備事業 
・桜淵公園リニューアル整備 

・桜の木育成 

・笠岩橋修繕工事 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 観光客満足度調査 － 1 回 1 回 １回 １回 １回 

(成果) 桜渕公園入込客数 － 129 千人 140 千人 152 千人 165 千人 179 千人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道の駅管理事業 
・施設運営管理 

・建物及び設備修繕 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 来場者数 － － 900 千人 1,000 千人 1,000 千人 1,000 千人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

もっくる新城維持管理基金積立事業 ・もっくる新城維持管理基金への積み立て 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 積立金 － － － 2,000 千円 2,000 千円 2,000 千円 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 ２-１：地域の魅力を発信する「山の湊」を創る 

 ２-１-２：光ファイバネットワークを活用した情報の受発信が盛んである 
 

自市全域に整備した光ファイバネットワークの接続世帯が増加し、地域間競争力の向上と行政情

報の共有による市民協働が推進されている。また、本市の魅力が全国に発信されている。 

 

重点 ２-１-２-１：利用可能な情報システムの拡大を進めます 
 

【施策の基本方針】  
 平成 19 年度に市内全域で整備した光ファイバ網の保守・管理を適正に

実施し、また、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した公共サービスを充実さ

せ「住民サービスの向上」「行政業務の高度化・効率化」「活力ある地域社

会の構築」を目指す。 

 

【施策の現状・経過】  
公共施設間ネットワークの適正な維持管理による住民サービス提供、加入者系ネットワークでのケーブルテ

レビによる難視聴地域解消を行いや市内全域がブロードバンド利用可能地域となっています。なお、「市議会・

市長市議選挙開票生中継」、「電子入札」、「電子申請」や携帯電話不感エリア解消にも利用しています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「地域情報化への取組み」の満足度 66.2 68.0 67.8 70.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

ケーブルテレビ加入率(インターネット含む) 62% 63％ 64％ 65％ 66% 

指標①の内容 
市政番組を放映しているケーブルテレビ、光ファイバケーブルを利用したインターネッ

ト、ケーブルプラス電話サービスへの加入率 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

光ファイバケーブル引込率 80.5% 81.0％ 81.5％ 82.0％ 82.5% 

指標②の内容 市で設置した光ファイバケーブルの各戸敷地への引き込み率 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●第２次新城市地域情報化計画の具体的施策に沿って情報化に取り組む 

●障害発生時の迅速な連絡、復旧体制の構築 

●各システムの連携、システム開発費及び導入時期の調整 

●ケーブルテレビ加入率の向上 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

地域情報通信基盤管理事業 ・光ファイバネットワークの維持、管理、保守 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
ケーブルテレビ加入率(インター

ネット含む) 
62.1％ 62％ 63％ 64％ 65％ 66％ 

(成果) 光ファイバケーブル引込率 81.0％ 80.5％ 81.0％ 81.5％ 82.0％ 82.5％ 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

重点 ２-１-２-２：光ファイバネットワークを有効に活用します 
 

【施策の基本方針】  
 市光ファイバネットワークを効果的に活用した公共サービスを充実させ、

既存業務・システムの見直しによる効率化を推し進めＩＣＴ（情報通信技術）

による便利で暮らしやすい社会の発展を図ります。また、新城まちなみ情報

センターを利用し情報通信に関する知識の普及に努めます。 

 
【施策の現状・経過】  

携帯電話事業者と協力して、5 地区の携帯電話不感地域の解消を行っています。2 ヶ月に 1 回初心者を対象

に市民パソコン塾を開催し、情報を利活用できる能力の向上を支援しています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「地域情報化への取組み」の満足度 66.2 68.0 67.8 70.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

光ファイバケーブル引込率 80.5% 81.0％ 81.5％ 82.0％ 82.5％ 

指標①の内容 市で設置した光ファイバケーブルの各戸敷地への引き込み率 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●第２次新城市地域情報化計画の具体的施策に沿って情報化に取り組む 

●情報通信機器（サーバ機器、ネットワーク、パソコン等）の定期的な更

新又は内容の見直しが必要 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

システム管理事業 
・システムの開発、保守 

・機器の更新 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
システムの安定稼動（障害によ

るシステム停止） 
0 回      

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

庁内ＬＡＮ管理・運営事業 
・システムの開発、保守 

・機器の更新 

・セキュリティ対策 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
システムの安定稼動（障害によ

るシステム停止） 
4 回 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

新城まちなみ情報センター管理事業 ・市民ニーズに対応した情報発信と新たな事業の企画 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 利用者数（無料＋有料） 10,948 人 11,000人 11,000人 11,000人 11,000人 11,000人 

(成果) 利用者満足度 98％ 97％ 97％ 97％ 97％ 97％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

電子自治体推進事業 
・情報システムの共同利用化（自治体クラウド） 

・ＬＡＮスポット設置 

・社会保障・税番号制度への対応 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
システムの安定稼動（障害によ

るシステム停止） 
－ 

 
    

(成果) 
フリースポットの利用者数(延

べ)及びアクセス数 
－ 15,000 人 15,500 人 16,000 人 16,500 人 17,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

ファイルサーバ更新事業 ・既存ファイルサーバの更新 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
システムの安定稼動（障害によ

るシステム停止） 
－ － 0 回 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

新住民情報システム導入事業 ・住民情報システムの刷新を図る(クラウド化) 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
システムの安定稼動（障害によ

るシステム停止） 
－ －     

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

新行政情報システム導入事業 ・行政情報システムの刷新を図る(クラウド化) 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
システムの安定稼動（障害によ

るシステム停止） 
－ －     

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

議会中継放送事業 
・議会中継の実施 

・特別委員会から議長へ意見の提出 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 議会中継の実施 10 日 13 日 13 日 13 日 14 日 13 日 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 ２-２：活気や賑わいを生み出す「山の湊」を創る 

 ２-２-１：森林が適正に管理され、林業が営まれている  
 

森林・林業の活性化に向けて、行政と関係機関、森林所有有者が連携し、基盤整備や担い手の確

保が進んでいる。また、森林が適正に管理され、公益的機能が発揮されている。 

 

重点 ２-２-１-１：森林の保全・整備を進めます 
 

【施策の基本方針】  
 森林の境界明確化、作業道の開設、間伐の推進などにより森林整備を推

進し、森林の持つ公益的機能を十分に発揮させるため地域の森づくりを進

めます。 

 また、市有林の整備を計画的に行うための方針を定め、公共建築物への

木材料などを始めとして市民の財産である市有林の価値を高め多面的に

活用していきます。 

 
【施策の現状・経過】  

国や県の制度、水源基金の制度などを利用し、森林組合等の施業が円滑に行われるよう、山主の山林整備へ

の意欲が復活するよう資金的な支援を行っています。また人材育成の面では、地域の森林を地域の手でつくる

ため、市民向け森林作業技術講習会などを開催しています。 

市有林では木を切って公共建築物に利用する取り組みを、山から川下までのモデル的な森林整備とするよう

計画的に行っていきます。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第１次産業（農林水産業）の振興」の

満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

間伐実施面積（市全体） 1,570ha 1,570ha 1,570ha 1,570ha 1,570ha 

指標①の内容 
あいち森と緑づくり事業、水源林対策事業など市内で行われる間伐実施面積の合計を年

度末にとりまとめます。 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●森林・林業には多方面の事業者や機関が関わることになるため、そ

れらがうまく連携し、森林の多面的機能を活かすための事業実施を

していく必要がある。 

●計画区域は、市内全域の広大な施業区域となるため、計画的に効率

的で効果的な事業を行う必要がある。 

●森林の有する公益的機能が発揮されるためには、適切な間伐等、健

全な森林の育成を図る必要がある。 
 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

水源林対策事業 
・造林・,作業路の新設などの森林整備事業を実施する森林

組合に対して事業費補助を行う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 森林整備実施面積 175 ha 209 ha 209 ha 209 ha 209 ha 209 ha 

(成果) 作業路新設延長 465m  1,200m 1,200m 1,200m 1,200m 1,200m 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

市民参加の森づくり推進事業 
・市民の方や行政区を対象にした林業技術講習会等の実施 

・小学生たちに森を学ぶ機会を与える出前講座の実施 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 市民参加の森づくり参加者数 304 人 300 人 300 人 300 人 300 人 300 人 

(成果) 技術習得者累計数 - 10 人 12 人 13 人 14 人 15 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

あいち森と緑づくり事業 
・あいち森と緑づくり人工林整備 

・事業候補地とりまとめ 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
森と緑づくり事業人工林整備面

積 
428ha 378 ha 378 ha 378 ha 378 ha 378 ha 

(活動) とりまとめ面積 416 ha 416 ha 377 ha 377 ha 377 ha 377 ha 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市有林管理事業 
・市有林の適正管理を計画的に継続的に行っていく。 

・市有林から産出された木材を公共建築物に利用していく。 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 間伐実施面積 11.8ha 10 ha 10 ha 10 ha 10 ha 10 ha 

(成果) 公共建築物用材伐採量 - 1,800 ㎥ 1,800 ㎥ 1,800 ㎥ 1,800 ㎥ 1,800 ㎥ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

森の未来づくり事業 
・新城市森づくり基本計画の目的達成をめざし、計画推進

のための事業や、進捗状況チェック等を行う。 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 森づくり会議開催回数 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

(成果) 木トピア来場者数 4,500 人 4,500 人 4,500 人 4,500 人 4,500 人 4,500 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

森林整備奨励事業 
・市民の方が行う森林整備事業のうち、間伐と境界明確化 

事業について事業費補助を行う。 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 所有界明確化面積 33.9 ha 30 ha 20 ha 20 ha 20 ha 20 ha 

(成果) 間伐実施面積 10.7 ha 30 ha 30 ha 30 ha 30 ha 30 ha 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-２-１-２：林業生産活動を応援します 
 

【施策の基本方針】  
 林業の専門的な作業の担い手の育成に向けた人件費補助や、地域材の活

用方法の研究などを行い、林業を業として成立させるための支援策を実施

しています。そのほか木材利用に焦点を置いた検証事業、調査事業も実施

していきます。 

 

 
【施策の現状・経過】  

豊川水源基金の制度を利用し、森林組合等実際の林業にたずさわる職能を養うための育成事業を実施すると

ともに、市内 NPO による林業体験学習や学習会を開催、林業に携わる人材のすそ野を広げることにも視点を

置いた人材育成も行っています。 

市有林の材を公共建築物に利用するための検証事業や、仕組みづくりをおこない、需要と供給のサイクル確

立を目指します。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第１次産業（農林水産業）の振興」の

満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

新規林業就業者数 ― ― 5 人 ― ー 

指標①の内容 
平成 23 年度から平成 27 年度の５年間で、森林組合が行う人材育成事業に対する補助を

行い、５人を育成し平成 28 年度に就業する見込みです。 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市場での木材取扱量 43,000 ㎥ 43,000 ㎥ 43,000 ㎥ 43,000 ㎥ 43,000 ㎥ 

指標②の内容 毎年度の木材市場（ホルツ三河）での木材取扱量の合計を年度末に取りまとめます。 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●林業従事者の労働条件の向上を図る必要がある。 

●森林資源の利活用に係る技術と仕組みを調査・研究する必要がある。 

●地域材のＰＲを行い、需要の拡大を図る必要がある。 

●地域材を地域内で消費を促進するため、公共建築物への地域材の利

用を積極的に行う。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市民参加の森づくり推進事業 

【再掲】 
・市民の方や行政区を対象にした林業技術講習会等の実施 

・小学生たちに森を学ぶ機会を与える出前講座の実施 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 市民参加の森づくり参加者数 304 人 300 人 300 人 300 人 300 人 300 人 

(成果) 技術習得者累計数 － 10 人 12 人 13 人 14 人 15 人 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

森林資源調査・研究事業 
・森林資源の利活用に係る技術と仕組みの調査・研究によ

る事業化を検討する。 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 森林学習会開催回数 0 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 

(成果) 調査研究実施回数 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

人材育成事業 

・林業の専門的な作業の担い手の育成を進めるため、育成

を行う事業体に対して補助を行う。 

・H23～H27 の５年間の継続事業として５人の人材育成

を行いＨ２８年には５人の新規就業者が生まれる。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
人材育成（H23～H27 の５年間

で５人） 
－ － － 5 人 － － 

 



- 70 - 

 
基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-２-１-３：林業基盤の整備を進めます 
 

【施策の基本方針】  
 林業の再生に向けた林業生産コストの削減と森林管理作業の省力化を

進めるため、計画的な林道網の整備など林業基盤の整備を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

林道整備を行い林業の振興と再生を図っています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第１次産業（農林水産業）の振興」の

満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市場での木材取扱量 43,000㎥ 43,000 ㎥ 43,000 ㎥ 43,000 ㎥ 43,000㎥ 

指標①の内容 毎年度の木材市場（ホルツ三河）での木材取扱量の合計を年度末に取りまとめます。 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●国は「森林・林業再生プラン」を策定し、森林・林業の再生を推進し

ています。林道は、森林・林業の再生にとって、重要な基盤となるた

め、新たな開設と、適切な維持管理が求められます。今後は、今ある

林道の適切な維持管理と伴に、橋梁等の長寿命化も必要な施策となり

ます。 

●林道利用区域内の森林整備をフォローアップする調査が必要である。 

●関係する権利者との協働がさらに求められる。 
 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

ふるさと林道事業（改良） ・玉の木線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 142.8ｍ 100ｍ １１ｍ 70ｍ 70ｍ 70ｍ 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 １か所 １か所 １か所 １か所 １か所 １か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

ふるさと林道事業（舗装） ・舟着山線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道舗装延長 320ｍ 500ｍ ２８０ｍ 500ｍ 700ｍ 700ｍ 

(活動) 施業車両通行不良解消箇所 １か所 １か所 2 か所 １か所 １か所 １か所 

 

（写真） 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模林道事業（開設） ・落ノ沢鳳地線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道開設延長 536.3ｍ 0ｍ 100ｍ 200ｍ 130ｍ 0ｍ 

(活動) 林道開設に伴う施業面積 2ha ０ha ０ha ０ha ０ha 1.7 ha 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模林道事業（改良） ・塩瀬本線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 111ｍ 260ｍ 220ｍ 260ｍ 260ｍ 260ｍ 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 3 か所 7 か所 5 か所 4 か所 4 か所 4 か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模林道事業（舗装） ・大峯線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道舗装延長 701.6ｍ 2,000ｍ 1,300ｍ 2,000ｍ 2,000ｍ 2,000ｍ 
(活動) 施業車両通行不良解消箇所 2 か所 3 か所 4 か所 5 か所 5 か所 5 か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模林道事業（危険地） ・ハマイバ滝ノ入線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 10ｍ 80ｍ 190ｍ 80ｍ 80ｍ 80ｍ 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 1 か所 1 か所 2 か所 1 か所 1 か所 1 か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

県営林道改良事業（改良） ・雁峰線 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 60ｍ 150ｍ 160ｍ 150ｍ 150ｍ 150ｍ 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 2 か所 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

民有林林道事業（舗装） ・善夫愛郷線 ほか 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 2,170ｍ 650ｍ 640ｍ 500ｍ 500ｍ 500ｍ 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 1 か所 1 か所 1 か所 １か所 １か所 １か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道整備交付金事業（改良） ・神田道瓦線 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 － － 63ｍ 200ｍ 200ｍ 200ｍ 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 － － 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道整備交付金事業（舗装） ・神田道瓦線 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 林道改良延長 － － 982m 1,600m 1,600m 1,700m 

(活動) 施業車両通行不能解消箇所 － － 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 ２-２：活気や賑わいを生み出す「山の湊」を創る 

 ２-２-２：地産地消や消費者交流など、生命をつなぐ魅力ある農業が営まれている 
 

基盤整備や他産業との連携、販路拡大、後継者育成、食の安全や付加価値化、地元農業の育成を

めざした直販システムの整備などにより、地産地消の推進や消費者交流・消費の拡大が進み、農業

者が生き生きと生産活動に励み、生命産業としての農業が再構築されている。 

 

重点 ２-２-２-１：農業生産物の消費拡大を進めます 
 

【施策の基本方針】  
 安全な食生活志向に対応した無農薬栽培や有機栽培、栽培履歴管理など

消費者ニーズに沿った付加価値の高い農業生産物の生産に努め、小中学校

等における食育、消費者との信頼関係による消費の拡大、地産地消の推進

を進めます。 

 

【施策の現状・経過】  
食の大切さ、安全性を軸として地産地消を進めています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第１次産業（農林水産業）の振興」の

満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

直売所販売額 455,000 千円 455,000 千円 455,000 千円 455,000 千円 455,000 千円 

指標①の内容 JA 愛知東の産直施設及びつくで手作り村の販売額合計 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

食と地域の交流会参加者数 3,000 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 

指標②の内容 四谷の千枚田等で実施している交流者数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●食の安全や健全な食生活に対する関心が高まっている。 

●多様化、高度化するニーズ。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

地産地消・食育普及活動事業 
・食育推進計画の実施  ・市産市食の日（給食事業）の

実施  ・こども園における市産市食の給食の日の実施 

・地域食材、料理の周知 

③ 

市民協働 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
こども園給食地域産品利用促進

検討会 
6 回/年 6 回/年 12 回/年 12 回/年 12 回/年 12 回/年 

(成果) 地域食材・料理 PR 数 12 回/年 12 回/年 12 回/年 12 回/年 12 回/年 12 回/年 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-２-２-２：農業生産活動を応援します 
 

【施策の基本方針】  
 農業経営の安定と農業生産活動を推進するため、担い手農家への農地の利

用集積や集落営農組合育成を進めるとともに、多様な人材・世代が参入でき

る研修や情報提供の充実、農業関係機関との連携による営農指導、ブランド

品の開発、販路拡大、鳥獣害対策、担い手育成への支援等を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

担い手農家への農地の集積を進めています。また、新規就農者、定年帰農者の人材育成の仕組みづくりを進

めています。農業基本計画を研究・検討・作成を進めています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第１次産業（農林水産業）の振興」の

満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

専業農家数 300 戸 300 戸 300 戸 300 戸 300 戸 

指標①の内容 農協に出荷している専業農家数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●担い手の育成・確保や米政策への適切な対応などの土地利用型農業

の構造改革が立ち遅れている。 

●グローバル化の進展。 

●効率化だけでなく自然循環機能の維持増進が期待されている。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

農業委員会運営事業 
・農業委員会の運営(報酬を含む) 

・農地法に基づく許認可 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 農業委員会総会 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 

(成果) 活動計画や点検評価の公表 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

国有農地管理処分事業 
・国有農地の管理 

・対価徴収 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 国有農地見回り 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 

(活動) 未貸付地草刈管理 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

農業者年金事業 
・給付手続き 

・加入推進 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 農業者年金新規加入者数 0 人 3 人 3 人 3 人 3 人 3 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

担い手育成総合支援事業 
・農業近代化資金利子補給事業 
・農業経営基盤強化資金利子補給事業 
・新規就農者支援事業 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 認定農業者数 100 人 95 人 90 人 90 人 90 人 90 人 

(成果) 新規就業者数 5 人 4 人 3 人 3 人 3 人 3 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

中山間地域等直接支払事業 
・集落協定認定 

・集落協定の評価 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 集落協定数 113 件 115 件 115 件 115 件 115 件 115 件 

(成果) 維持管理されるべき農地面積 872ha 880ha 880ha 880ha 880ha 880ha 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

生産組合運営事業 ・各種農業関係制度の周知 
③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 生産組合への情報提供 １回 １回 １回 １回 １回 １回 
(成果) 田、畑農用地面積 1,800ha 1,800ha 1,800ha 1,800ha 1,600ha 1,600ha 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

農林業公社助成事業 ・農林業公社の運営に対する助成 
③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 農地利用集積円滑化事業面積 218ha 220ha 225ha 225ha 230ha 230ha 

(成果) 受託面積 84ha 100ha 100ha 100ha 100ha 100ha 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

畜産振興事業 
・畜産経営、環境の指導及び支援 

・家畜診療事業 

② 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 家畜診療頭数 1,500 頭 1,500 頭 1,500 頭 1,500 頭 1,500 頭 1,500 頭 

(成果) 飼育頭数 3,520 頭 3,520 頭 3,520 頭 3,500 頭 3,500 頭 3,500 頭 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

奨励農畜産物推進事業 
・地域農畜産物の有効活用 

・加工品等の開発 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 農畜産物加工品開発 1 品目 1 品目 1 品目 1 品目 1 品目 1 品目 
(成果) 農畜産物ブランド化 1 品目 1 品目 1 品目 1 品目 1 品目 1 品目 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

農地集積支援事業 
・農家基本台帳システムデータ整備 

・農地の利用集積 

② 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 農地の利用集積 386ha 385ha 395ha 405ha 410ha 415ha 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

人・農地振興事業 
・農業後継者育成 

・新規就農支援 

・担い手育成 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 集落説明会 3 か所 ６か所 ６か所 3 か所 3 か所 3 か所 

(成果) 人・農地プラン作成件数 4 件 ４件 ８件 10 件 10 件 10 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

営農活動支援事業 
・環境負荷の低減を図る先進的な取り組みへの支援 

・エコファーマーの認定 

・農業用資材再生利用推進事業 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) エコファーマーの認定 40 人 45 人 50 人 55 人 60 人 60 人 

(成果) 農業用資材再生利用数量 200 ㎥ 200 ㎥ 200 ㎥ 200 ㎥ 200 ㎥ 200 ㎥ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

有害鳥獣対策事業 
・地元説明会の開催  ・普及啓発活動の取り組み 

・捕獲委託の実施   ・電牧柵等の購入費補助の実施 

・関係機関との連携   

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 啓発活動の取り組み 8 回 5 回 5 回 5 回 5 回 5 回 

(成果) 農産物被害額 10,525 千円      
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-２-２-３：農業基盤の整備を進めます 
 

【施策の基本方針】  
 農村における食糧供給機能や多目的機能を発揮させるため、農業生産基

盤整備及び生活環境整備等による集落の維持管理を図ります。また、多彩

な地域資源を生かし都市との交流による地域力の向上を図ります。 

 
【施策の現状・経過】  

農地・農業施設等の農業生産基盤の整備を総合的に行い、活力ある農村地域の発展を図ります。中山間地域

の農業者の健康と活力の増進及び都市と農村との交流拠点の整備を行い、地域力の向上を図ります。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第１次産業（農林水産業）の振興」の

満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

専業農家数 300 戸 300 戸 300 戸 300 戸 300 戸 

指標①の内容 農協に出荷している専業農家数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

農家戸数 3,380 戸 3,380 戸 3,380 戸 3,380 戸 3,380 戸 

指標②の内容 10 アール以上農地を経営する農家数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●農村経済の活性化が望まれる。 

●農村地域の生活環境の向上が望まれる。 

●担い手の育成・確保や米政策への適切な対応などの土地利用型農業

の構造改革の立ち遅れ。 

●グローバル化の進展。 

●効率化だけでなく、自然循環機能の維持増進が期待されている。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

土地改良計画調査事業 ・県営土地改良事業法手続きに必要な計画調査 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 長ノ山地区 － － － － 委託設計 － 

(成果) 田代地区 － － － － － 委託設計 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

老朽ため池等整備事業 ・県営事業で老朽ため池等の整備 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 植田の池（庭野地区） 整備工事 整備工事 整備工事 整備工事 － － 

(成果) 土器池（富岡地区） － 委託設計 法手続 実施設計 整備工事 整備工事 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

県営農地環境整備事業 ・県営事業において、農地及び農業施設の整備 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 黒瀬下山地区 整備工事 整備工事 － － － － 

(成果) 高里第１地区 整備工事 整備工事 整備工事 整備工事 ― － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

ほ場整備事業 ・土地改良事業施行済地区年次償還金の市支払分を負担 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) ほ場整備地区数 ４地区 ４地区 ４地区 ４地区 3 地区 3 地区 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

豊川用水改修事業 ・豊川用水改修に対する事業費の一部を負担 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 受益面積 590.6ha → → → → → 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

農業経営近代化施設整備事業 ・農業経営近代化施設導入に対する補助 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 山間地営農事業 4 件 ３件 2 件 2 件 2 件 2 件 

(成果) 強い農業づくり交付金 0 件 １件 ０件 1 件 1 件 1 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

あいち水土里情報利活用推進事業 
・農地の有効利用に向けて、地図・農地情報等の共有化を

図り、運用管理体制の強化 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) システムの整備・保守管理 保守管理 保守管理 保守管理 保守管理 保守管理 保守管理 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

山村振興営農環境整備事業 ・県費補助事業により、農業施設等の改修・更新 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 実施地区数 4 地区 ３地区 ２地区 ４地区 ４地区 ４地区 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

土地改良施設維持管理適正化事業 
・土地改良施設維持管理適正化事業により、５年間で土地

改良施設の定期的整備・補修 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 希望の池（小畑地区） － － 負担金 負担金 負担金 負担金 

(成果) 定池（豊島地区） － － 負担金 負担金 負担金 整備工事 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

多面的機能支払交付金事業 

・農地維持活動の実施 

・資源向上活動（共同）、資源向上活動（長寿命化）の実施 

・多面的機能の増進を図る活動の実施 

・農村環境の保全活動等の実施 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 協定数 － 25 地区 ２８地区 2９地区 ３０地区 3１地区 

(成果) 協定農用地面積 － 630ha 6９0ha ７００ha 7１0ha 7２0ha 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

三河三石管理運営事業 
・浄化槽維持管理 

・建物の修繕計画作成 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 入込客数 60,000 人 60,000 人 60,000 人 60,000 人 60,000 人 60,000 人 

(成果) 観光バス駐車場利用台数 200 台 200 台 200 台 200 台 200 台 200 台 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

三河三石整備事業 ・施設利用者の利便を図るための施設整備 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 入込客数 60,000 人 60,000 人 60,000 人 60,000 人 60,000 人 60,000 人 

(成果) 観光バス駐車場利用台数 200 台 200 台 200 台 200 台 200 台 200 台 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

学童農園山びこの丘管理運営事業 ・施設維持管理委託 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 宿泊者数 8,194 人 9,100 人 9,100 人 9,300 人 9,500 人 9,500 人 

(成果) 利用者数 39,294 人 47,600 人 47,600 人 47,600 人 47,600 人 47,600 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

学童農園山びこの丘整備事業 
・テニスコート整備工事 

・温水ボイラー取替工事 など 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 宿泊者数 8,194 人 9,100 人 9,100 人 9,300 人 9,500 人 9,500 人 

(成果) 利用者数 39,294 人 47,600 人 47,600 人 47,600 人 47,600 人 47,600 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

つくで手作り村管理運営事業 ・手作り村維持管理委託 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 指定管理者純利益 △2,187 千円 1,600 千円 1,600 千円 1,600 千円 1,600 千円 1,600 千円 

(成果) 入込客数 65,511 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 100,000 人 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 ２-２：活気や賑わいを生み出す「山の湊」を創る 

 ２-２-３：まちに賑わいと働く場が確保されている 
 

市街地の計画的な整備が進み、気軽に飲食や買い物ができる魅力的で機能的な商店街が形成され、

企業立地の推進や中小企業への支援による雇用の拡大が図られ、まちに賑わいがあふれている。 

 

 ２-２-３-１：魅力ある商店街づくりを応援します 
 

【施策の基本方針】  
 市街地を形成する商店街の魅力を高めるため、行政、商工団体、

商業者、市民（消費者）が連携しあい、空き店舗の活用や新規店

舗の誘導、イベントの開催、商業者の経営改善への支援などを進

めます。また、他地域の事例に学び、「やらまいか精神」のよう

な明るさのある商業の活性化を目指します。 
 

【施策の現状・経過】  
商店街の魅力を高めるために、かつての賑わいを取り戻す事業を展開しています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「便利な市街地･中心街の整備」の満足度 29.7 45.0 30.4 45.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

商工会会員加入率 65% 65％ 65％ 65％ 65% 

指標①の内容 商工業者の商工会への加入率 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

イベント集客数 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 

指標②の内容 軽トラ市等の商店街活性化イベントにおける来場者数（年間延べ参加者数） 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●商店主の高齢化。 

●中心市街地活性化事業の財源の確保。 

●中心市街地活性化事業に対する市民の合意。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模事業経営支援事業 ・経営改善普及事業への補助 
①行政主体 

④市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 商工団体との会議・打合せ等 年 37 回 年 20 回 年 20 回 年 20 回 年 20 回 年 20 回 

(成果) 商工会会員数(加入率) 60.0％ 65.0％ 65.0％ 65.0％ 65.0％ 65.0％ 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

商工業等活性化支援事業 
・全国軽トラ市 in しんしろの開催 

・軽トラ市等のイベント開催の支援 

・街路灯設置の支援 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) イベント回数 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 

(成果) イベント集客数 29,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

都市計画審議会運営事業 
・審議会の開催 

・審議会委員の改選（任期 2 年） 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 審議会の開催 １回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

中心市街地活性化対策推進事業 
・事業箇所新城駅前、事業検討（まちづくり基本調査Ｈ

23）・関係機関との協議・用地測量・実施設計・用地買収・

整備工事 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 新城駅南地区整備事業進捗 － － － 事業認可 用地補償 用地補償 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

都市計画基礎調査事業 ・都市計画基礎調査業務委託（法定業務） 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 基礎調査 実施 実施 ― 実施 実施 実施 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

重点 ２-２-３-２：企業誘致を進め、雇用を確保します 
 

【施策の基本方針】  
 「山の湊」しんしろの新たな玄関口として、新東名新城 IC を中心とし

た緑に包まれた優れた立地条件を生かした、新たな産業育成、企業誘致に

取り組み、地域経済の活性化と就業の場の確保、税収の増加を図ります。 

 

【施策の現状・経過】  
新城南部企業団地の早期分譲及びインター周辺企業団地のＰＲ及び情報収集に努めています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第２次産業（鉱業､建設､製造業）の振興」

の満足度 
41.6 45.0 43.2 47.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市内事業所数（工業） 175 事業所 175 事業所 175 事業所 175 事業所 175 事業所 

指標①の内容 工業統計調査（現在値は 24 年末：162 事業所） 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市内従業員数（工業） 7,400 人 7,400 人 7,400 人 7,400 人 7,400 人 

指標②の内容 工業統計調査（現在値は 24 年末：6,683 人） 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●市内における労働力の確保が必要 

●就業者の住宅等の確保が必要 

●工業用水道の更新は莫大な財源を必要とするため、料金改定が必要

となる。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

企業立地推進事業 
・企業誘致説明会等の開催及び参加 

・企業訪問等のＰＲ活動及び情報収集 

・東三河５市共同でのＰＲ活動、企業展等への参加 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 企業訪問・問合せ回数 159 件 100 件 100 件 100 件 100 件 100 件 

(成果) 販売区画数 1/4 区画 1/3 区画 1/2 区画 1/1 区画 0 区画 0 区画 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

東海労働金庫預託事業 
・勤労者の住宅・教育・車・生活資金等の借入に対して、

低利での融資が受けられるよう東海労働金庫に預託を行

う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 融資件数 135 件 120 件 120 件 120 件 120 件 120 件 

 

（写真） 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

新規雇用創出事業 
・説明会の開催 

・会場設営費 

・看板・チラシ作成 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 学生等参加者数 64 人 80 人 80 人 80 人 80 人 80 人 

(成果) 
市内企業への就職率（市内高校

卒の市内生徒） 
40.5％ 48.0％ 48.0％ 48.0% 49.0% 50.0% 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

勤労者生活相談事業 
・相談窓口の開設 

・広報ほのか・行政無線で周知 

・周知用チラシ作成 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) チラシによる周知 0 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 

(成果) 相談者数 6 人 12 人 12 人 12 人 12 人 12 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

勤労青少年ホーム管理事業 
・勤労青少年の健全な育成及び福祉の増進を図る。 

・施設の利用環境の保全に努める。 

・適正な施設維持管理費に努める。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 利用者数 26,037 人 20,000 人 20,000 人 20,000 人 20,000 人 20,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

企業立地奨励事業 
・企業立地奨励金の交付 

・企業立地奨励条例の改正 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 販売区画数 1/4 区画 1/3 区画 1/2 区画 1/1 区画 0 区画 0 区画 

(成果) 交付件数 2 件 3 件 3 件 4 件 4 件 5 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

企業再投資促進補助事業 
・長年市内に立地する企業の再投資を支援する。 

・市内企業の流出防止及び雇用の拡大を図る。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 交付件数 1 件 0 件 1 件 1 件 1 件 1 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

東日本大震災被災企業等支援事業 
・東日本大震災により被災した事業者が、新城南部企業団

地に新たに事業所を設けた場合に必要な支援をする。 

・被災した事業者の早期復興及び再建を図る。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 交付件数 － － － 1 件 1 件 1 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

企業用地等開発推進事業 
・インターチェンジ周辺に企業立地のための団地造成を行

う 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 地区計画の作成 － － 100％ － － － 

(成果) 地区計画の策定 － － 100％ － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

工業用水道施設更新事業 ・機械・電気設備、老朽管の更新 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 更新施設数 1 箇所 0 箇所 0 箇所 0 箇所 0 箇所 0 箇所 

(活動) 導送配水管布設替延長 0ｍ 200ｍ 200ｍ 200ｍ 200ｍ 200ｍ 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-２-３-３：がんばる中小企業を応援します 
 

【施策の基本方針】  

 市内中小企業を中心とする既存産業を支援するため、経営基盤の

強化と新たな起業に向けた融資制度の充実を図ります。 

 
【施策の現状・経過】  

市内事業者が事業上必要な資金を融資できるよう、小規模企業等振興資金融資、短期特別小口資金融資、保

証料の補助、利子補給補助等を実施しするため、市内金融機関、商工組合中央金庫等に預託を行っています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第２次産業（鉱業､建設､製造業）の振興」

の満足度 
41.6 45.0 43.2 47.0 市民満足度調査 

「第 3 次産業の（サービス業）の振興」

の満足度 
33.0 45.0 33.4 45.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

年間融資件数 200 件 200 件 200 件 200 件 200 件 

指標①の内容 信用保証協会制度融資の融資件数（小規模企業等振興資金、小規模事業対策融資） 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●景気低迷のため緊急の融資対策が採られてきたが、長引くことによ

る更なる借り入れが必要となり、中小企業者には借り入れに対する

返済が大きな負担となってくる。 

 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模企業等振興資金預託事業 
・市内の金融機関に預託し、商工業者の事業上の運転・設

備資金の融資を行う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 金融機関訪問・問合せ 年 41 回 年 100 回 年 100 回 年 100 回 年 100 回 年 100 回 

(成果) 事業者融資 50 件 100 件 100 件 100 件 100 件 100 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模事業者景気対策事業 
・市内の金融機関に預託し、零細起業者の小額運転・設備

資金に対して短期貸付の融資を行う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 金融機関訪問・問合せ 年 41 回 年 100 回 年 100 回 年 100 回 年 100 回 年 100 回 

(成果) 事業者融資 14 件 20 件 20 件 20 件 20 件 20 件 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

商工組合中央金庫預託事業 
・商工組合中央金庫に預託し、同金庫に加入している商工

業者に対して短期・長期の運転資金の融資を行う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 事業者融資 39 件 100 件 100 件 100 件 100 件 100 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

起業者支援資金預託事業 
・金融機関への預託により新規に事業を起こす方に、低金

利の融資を行う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 金融機関訪問・問合せ 年 2 回 年 5 回 年 5 回 年 5 回 年 5 回 年 5 回 

(成果) 起業者融資 0 件 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小規模事業者経営改善事業 
・市内事業者が、日本政策金融公庫から事業上必要な資金

の融資を受けることにより生ずる利子の一部を補助する。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 利子補給補助金 － － 20 件 20 件 20 件 20 件 
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基本戦略 2  自立創造 

 

 

 ２-２-３-４：地域産業振興政策を進めます 
 

【施策の基本方針】  
地域産業のあり方や、その振興を図るための施策推進、雇用創出、地域活性

化に向けた協働体制の整備など、地域産業の振興を推進します。 

 
【施策の現状・経過】  

市・市民・産業界の相互連携を強化することと、地域産業の推進役となる地域産業総合振興条例審議委員会

を設置しています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「第 1 次産業の（農林水産業）の振興」

の満足度 
50.2 55.0 52.5 55.0 市民満足度調査 

「第 3 次産業の（サービス業）の振興」

の満足度 
33.3 45.0 33.4 45.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

地域産業総合振興条例審議委員会開催 4 回 ４回 － － － 

指標①の内容 

地域産業の総合的な施策を展開するための基本的な考え方をまとめた条例を制定するた

め、地域産業総合振興条例審議委員会を設置し、市長の諮問に基づいて条例案を策定し

ます。 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●市・市民・産業界の相互連携を強化し、地域産業の振興に向けた総合的

な取組を行ないます。 

●産業界は、商工業、建設業、農林業、観光業、金融業、医療、福祉事業

を担う地元事業所等とする。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

地域産業総合振興条例策定事業 
・地域産業の振興に向けた条例の制定と地域産業振興の推

進役となる会議の設置に取り組みます。 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
地域産業総合振興条例審議委員

会設置、開催 
－ 4 回 ４回 － － － 

(成果) ヒアリングシート作成 － － － 50 件 50 件 50 件 
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基本戦略２  自立創造 

 

 ２-３：人が集い暮らす「山の湊」を創る 

 ２-３-１：快適に移動できる交通体系が整備されている 
 

高齢者の買い物や子どもの通学等の市民生活の足だけでなく、産業や観光の面から利便性に優れ

た交通体系が整備されており、快適に暮らせるまちになっている。 

また、道路の安全な通行と生活の利便性を確保するための道路網の整備も進んでいる。 

 

重点 ２-３-１-１：公共交通網の整備と利用向上を進めます 
 

【施策の基本方針】  
少子化に伴う学校の統廃合や高齢者の増加に伴い、公共バスやＪＲ飯田

線への期待は今後ますます高まることが予測されます。このため、公共交

通網の要であるＪＲ飯田線が利用しやすくなるよう要望活動を行うとと

もに、結節に配慮したバス路線網を構築し、通学や通院など日常生活の足

を確保します。 

 
【施策の現状・経過】  

新城市地域公共交通総合連携計画に基づき、市内バス路線の見直し、料金体系の見直しなどを行ってきまし

た。今後も引き続き、幹線バスである新豊線、田口新城線等も含め、路線等の見直しを進めていきます。また、

「路線を守り育てる会」の意見を基に、より利用しやすいバス路線網を構築します。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「通学や生活の足としての公共交通機

関等の充実」の満足度 
37.1 50.0 36.2 55.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

バス路線利用者満足度 1.09 1.10 1.11 1.12 1.13 

指標①の内容 
バスに乗車した方（13 路線）に、年１回アンケート調査を実施。 

（各項目を数値化し満足度として示す（満足 1.2～不満 0.8）） 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●いつまでも利用していただける路線とするため、常に利用者のニー

ズに留意し、運行時刻や路線の見直しなどを行う必要がある。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

公共バス運行事業 

・市営バス運行 
・バス運行マップの作成 
・満足度調査 
・市営バス車両更新 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 利用者数 156 千人 163 千人 171 千人 179 千人 187 千人 196 千人 

(成果) 路線満足度 1.09      
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-３-１-２：道路網の整備を進めます 
 

【施策の基本方針】  
地域間交流や連携、産業･経済活動の展開、定住の促進、防災対策を兼

ね備えた利便性の高い住環境整備を進めるため、市内及び広域を結ぶ道路

網の総合的な整備を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

平成 27 年度開通予定の新東名高速道路事業に合わせ、インター周辺のアクセス道路網整備に重点をおいて

います。しかしながら、昨今の財政状況等により公共工事予算は年々厳しさを増しており、新規改良工事等は

抑制せざるを得ない状況です。選択と集中により事業効果を高めること、また整備効果の説明責任がますます

求められています。今後は、現在までに整備された道路資産の維持管理に重点を移す必要があると思われます。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「円滑な道路網の整備」の満足度 54.4 57.0  60.4 65.2 市民満足度調査 

「快適な生活道路の整備」の満足度 45.0 47.0  44.3 48.6 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市道改良率 47.29% 47.38% 47.46% 47.54% 47.63％ 

指標①の内容 各年度末の道路台帳更新時に把握 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

市道舗装率 67.75% 67.78% 67.82% 67.85% 67.89% 

指標①の内容 各年度末の道路台帳更新時に把握 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●新東名関連等他事業及び他機関との調整 

●道路用地の買収及び寄付の協力が不可欠 

●道路整備期間中の迂回路の確保 

●事業実施しなかった場合は、狭い幅員等により交通事故発生や緊急

車両の通行に支障となる 

●夜間工事が必要な場合の騒音への対応 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道路維持事業 ・道路維持管理 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 維持補修箇所の解消 50 か所 200 か所 200 か所 200 か所 200 か所 200 か所 

 

（写真） 

（写真） 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

新城インター関連道路整備事業 
市道細ツブラ花ガラ線 

Ｌ＝３８４ｍ Ｗ＝５．０ｍ 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 － 7２ｍ 3１２ｍ － － － 

(成果) 改良率 － 18.７５％ 100％ － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

その他市道 
市道夜燈2 号線 

Ｌ＝２７０ｍ Ｗ＝４．０ｍ 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 － 72ｍ 136ｍ 62ｍ － － 

(成果) 改良率 － 26.67% 77.04％ 100％ － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道路舗装事業 
市道田原愛郷線外 

L＝５，０００m 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 舗装済延長（総延長） 1,096ｍ 1,449m 289ｍ 500ｍ 500ｍ 262ｍ 

(成果) 舗装率 40.00％ 68.98％ 74.76％ 84.76％ 94.76％ 100％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市単独事業 
市道中貝津谷下線外 

Ｌ＝４，５００ｍの側溝改良工事 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 96ｍ 512ｍ 225ｍ 500ｍ 500ｍ 763ｍ 

(成果) 改良率 44.44％ 55.82％ 60.82％ 71.93％ 83.04％ 100％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

交通安全施設整備事業 ・市道通行の安全を図るための安全施設設置 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 単年度危険対応個所数 56 か所 50 か所 50 か所 50 か所 50 か所 50 か所 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市道黒瀬善夫線 ・橋梁拡幅分の費用負担 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 費用負担 － － － 100％ － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市道八束穂県社線(Ⅱ工区) 
Ｌ＝570ｍ 

Ｗ＝１０．５ｍ～１２．５ｍ 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 149ｍ 58ｍ 66ｍ 171ｍ 67ｍ 59ｍ 

(成果) 改良率 26.14％ 36.32％ 47.89％ 77.89％ 89.65％ 100％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市道八束穂１号線(Ⅰ工区) Ｌ＝３６０ｍ Ｗ＝１１．０ｍ 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 100ｍ 0ｍ 100ｍ 0ｍ 0ｍ 160ｍ 

(成果) 改良率 27.78％ 27.78％ 55.56％ 55.56％ 55.56％ 100％ 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

市道吉村線(Ⅰ工区) Ｌ＝３５０ｍ Ｗ＝５．０ｍ 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 57ｍ 37ｍ 51ｍ － － － 

(成果) 改良率 74.86％ 85.43％ 100％ － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

橋梁長寿命化対策事業 

（社会資本整備総合交付金事業） 
・橋梁点検及び橋梁長寿命化修繕計画 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 橋梁点検数 － 120 橋 64 橋 167 橋 166 橋 166 橋 

(成果) 点検率 － 17.6％ 26.9％ 51.4％ 75.7％ 100％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道路等未登記物件調査事業 ・道路未登記物件等調査委託 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 登録件数 33 件 30 件 150 件 150 件 150 件 150 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

新東名高速道路開通記念事業 ・供用開始する道路上でイベントを行う 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) イベント来場者数 － － 5,000 人 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

新東名関連対策事業 
・新東名高速道路対策盛土内及び周辺河川の水質調査を行

う。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 水質調査の実施回数 － 2 回/年 2 回/年 4 回/年 4 回/年 4 回/年 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

道路ストック対策事業 

（社会資本整備総合交付金事業） 
・道路ストック点検及び修繕計画・修繕工事 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) その他改良数 － 1 か所 3 か所 10 か所 10 か所 10 か所 

(成果) 舗装修繕率 － 3.38％ 14.19％ 25.00％ 35.87％ 54.05％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市道北神田平駒場１号線 Ｌ＝５３０ｍ Ｗ＝７．０ｍ 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 － － － － 200ｍ 100ｍ 

(成果) 改良率 － － － － 37.74％ 56.60％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市道小畑吉川線 Ｌ＝１，１００ｍ Ｗ＝５．０ｍ 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 － － － － 100ｍ 100ｍ 

(成果) 改良率 － － － － 9.09％ 18.18％ 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

市道吉村線(Ⅱ工区) Ｌ＝５００ｍ Ｗ＝５．０ｍ 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 － － 290ｍ 200ｍ 10ｍ － 

(成果) 改良率 － － 58.00％ 98.00％ 100％ － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

橋梁長寿命化対策事業 

（道整備交付金事業） 
・橋梁修繕工事 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 修繕橋梁数 1 橋 2 橋 2 橋 1 橋 2 橋 4 橋 

(成果) 修繕率 6.66％ 20.00％ 40.00％ 60.00％ 80.00％ 100％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道路ストック対策事業 

（道整備交付金事業） 
・舗装修繕工事 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 修繕延長 － － 500ｍ 450ｍ 900ｍ 700ｍ 

(成果) 修繕率 － － 15.19％ 28.88％ 56.23％ 77.51％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

道路橋りょう管理一般事務経費 

（橋梁台帳整備） 
・橋梁台帳整備 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 橋りょう数 － － 104 橋 104 橋 104 橋 104 橋 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

インフラ長寿命化計画(行動計画) 

策定事業 
・個別施設計画策定 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 策定数 － － － 1 式 － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市道八束穂１号線(Ⅱ工区) Ｌ＝７００ｍ Ｗ＝１１．０ｍ 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改良延長 － － － 350ｍ 350ｍ － 

(成果) 改良率 － － － 50％ 100％ － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

野田踏切拡幅事業 
・踏切拡幅工事等負担金により JR が施工・拡幅に伴う踏

切以南の水路は市が改修 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 野田踏切拡幅 － － － － － 事業着手 
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基本戦略２  自立創造 

 

 ２-３：人が集い暮らす「山の湊」を創る 

 ２-３-２：快適に暮らせるまちになっている 
 

上下水道や公園、快適な居住空間、活気ある市街地の整備など、住環境を構成する計画的な都市

基盤の整備や自然・文化と調和した都市景観の保全が進められており、誰もが潤いを感じながら快

適に暮らしている。 

 

 ２-３-２-１：活気がある市街地をつくります 
 

【施策の基本方針】  
市の活力を取り戻し、住みよいまちづくりを促進するため、

駅前広場整備や商業活性化等事業など中心市街地活性化のた

めの事業、市街地整備方針の決定と道路・公園の整備などを行

います。 

 
【施策の現状・経過】  

少子高齢化、商店等の継承離れなど中心市街地居住人口の減少、店舗の減少による商店街の衰退や観光客の

減少などによって、中心市街地の活力、賑わいが失われてきています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「便利な市街地・中心街の整備」の満足度 29.7 45.0 30.4 45.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

イベント集客数 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 

指標①の内容 軽トラ市（1 回/月） 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●市民の合意と財源の確保 

●生活道路及び公共下水道の関連整備 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

商工業等活性化支援事業【再掲】 
・全国軽トラ市 in しんしろの開催 

・イベント開催の支援 

・街路灯設置の支援 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) イベント回数 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 

(成果) イベント集客数 29,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 28,000 人 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

都市計画審議会運営事業【再掲】 
・審議会の開催 

・審議会委員の改選（任期 2 年） 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 審議会の開催 １回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

中心市街地活性化対策事業【再掲】 
・事業箇所新城駅前、事業検討（まちづくり基本調査Ｈ

23）・関係機関との協議・用地測量・実施設計・用地買収・

整備工事 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 新城駅南地区整備事業進捗 － － － 用地補償 用地補償 用地補償 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

都市計画基礎調査事業【再掲】 ・都市計画基礎調査業務委託（法定業務） 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 基礎調査 実施 実施 ― 実施 実施 実施 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

石田地区市街地整備事業 
・地元説明・用地測量・道路幅杭等設置・用地取得・道路

拡幅整備工事 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 整備事業の進捗 0％ 0％ ６％ 13％ 13％ 1９％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

平井地区市街地整備事業 
・地元説明・用地測量・道路幅杭等設置・用地取得・道路

拡幅整備工事 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 整備事業の進捗 0％ 0％ 0％ ７％ １３％ 1３％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

都市緑化推進事業 ・都市緑化推進事業補助金 
④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 緑化面積 0 ㎡ 100 ㎡ 100 ㎡ 100 ㎡ 100 ㎡ 100 ㎡ 
(成果) 講師派遣 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-３-２-２：安全な水を届けます 
 

【施策の基本方針】  
老朽施設の更新及び新設改良を行い、安全な飲料水を安定的に供給する

とともに、配水管の未整備地域を整備することにより給水区域を拡張し、

新規加入の促進と水道普及率の向上を図ります。 

また、事業の統合により、効率の良い維持管理を行い、経営の健全化を

図ります。 

 

【施策の現状・経過】  
簡易水道施設の統合改修を計画的に実施しています。既設管の耐震化、老朽管の布設替や老朽化した水道設

備等の改良・更新を計画的に実施しています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「安全な水の供給」の満足度 75.5 76.0 82.1 85.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

上水道普及率 99.6% 99.6% 99.6% 99.6% 99.6％ 

指標①の内容 上水道（給水人口が 5,000 人を越える水道）の対象世帯への普及率 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

簡易水道普及率 97.0% 97.0% 97.0% － － 

指標②の内容 
簡易水道（農山漁村など小さな集落で、101 人以上 5,000 人以下の人々へ給水するこ

とを目標にして建設された小規模な水道）の対象世帯への普及率。 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●上水道と簡易水道の統合にあたっての事前の簡易水道事業の統合 

●事業の統合に併せた料金の統一 

●サービス提供にかかるコストと使用者負担額との差の調整 

●緊急時の対応体制の構築 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

鳳来簡易水道施設管理事業 
・簡易水道事業の統合  

・料金の統一 

・簡易水道施設の維持管理 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 簡易水道普及率 96.7％ 97.0％ 97.0％ － － － 

(成果) 簡易水道事業数（統合結果） 8 事業 7 事業 7 事業 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

作手簡易水道施設管理事業 
・簡易水道事業の統合  

・料金の統一 

・簡易水道施設の維持管理 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
(成果) 簡易水道普及率 96.7％ 97.0％ 97.0％ － － － 

(成果) 簡易水道事業数（統合結果） 1 事業 1 事業 1 事業 － － － 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

北部簡易水道統合事業 
・配水池耐震対策 

・老朽管布設替 

・機械・電気設備の更新（H27 年度まで） 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 緊急時の配水量確保 380 ㎥ 380 ㎥ 380 ㎥ － － － 

(活動) 水道管布設替延長 2,559ｍ 4,730ｍ 4,990ｍ － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

簡易給水施設改修事業 
・設置箇所鳳来地区 

・簡易給水施設の改良 

・大規模な改修要望があった場合に整備事業を実施 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 簡易給水施設数 － 10 施設 10 施設 10 施設 10 施設 10 施設 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

第 6 期拡張事業 

・浄水施設の整備 
・送水施設の更新 
・電気計装設備の更新 
・H２８年度完了 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設整備数 0 施設 0 施設 変更認可 １施設 － － 

(成果) 事業進捗率（事業費の率） 0％ 0％ 100％ 100％ － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

配水設備拡張事業 ・配水管の布設 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 配水管布設延長 1,084.2m 2,000m 2,000m 2,000m 2,000m 2,000m 

(成果) 上水道普及率 99.6% 99.6% 99.6% 99.6% 99.6% 99.6% 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

配水設備改良事業（耐震工事） ・耐震機能を有する配水管への布設替 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設整備数 2 か所 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 

(活動) 配水管布設延長 1,000m 1,000m 1,000m 1,000m 1,000m 1,000m 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

配水設備改良事業 
・老朽管等の布設替 

・電気機械設備の改良、更新 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 配水管布設延長 4,052m 5,000m 5,000m 5,000m 5,000m 5,000m 

(成果) 上水道有収率 88.5% 88.7% 89.0% 89.3% 89.5% 90.0% 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

鳳来峡簡易水道統合事業 
・事業変更認可申請 

・老朽管布設替 

・機械・電気設備の更新（H27 年度まで） 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 緊急時の配水量確保 0 ㎥ 2,393 ㎥ 2,603 ㎥ - - - 

(活動) 水道管布設替延長 0m 2,800m 4,750m - - - 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

第 7 期拡張事業 ・上水道事業と簡易水道事業の統合 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 統合基本構想策定業務 － 40.0％ 60.0％ － － － 

(活動) 統合認可申請書策定業務 － － － 100％ － － 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-３-２-３：下水を処理し水環境を守ります 
 

 

 

 

 

 

 

 
【施策の現状・経過】  

下水道施設及び浄化槽の整備は公共用水域の水質保全に必要不可欠ではありますが、その施設に接続してこ

そ効果が発揮されるものであり、その指標となる水洗化率の向上が鍵となります。 

平成 25 年度末現在、水洗化率は公共下水道水が 87.6％、農集排が 66.0%、地域下水道が 100%、全体

で 82.8%となっています。汚水処理人口普及率（（集合処理として整備した区域内人口＋合併処理浄化槽設置

済人口）／住基人口）は整備率とも言われていますが、61.5％となっています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「衛生的な下水・雨水の処理」の満足度 61.9 75.0 67.8 75.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

汚水処理普及率（全体） 62.9% 63.3％ 63.8％ 64.3％ 64.8％ 

指標①の内容 汚水処理区域内人口/住基人口 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

水洗化率（集合処理区域） 84.7% 85.0％ 85.2％ 85.5％ 85.8％ 

指標②の内容 水洗化人口/区域内人口 

 

２．施策実施上の留意点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

浄化槽設置補助事業 ・合併浄化槽への転換者に対し補助金を交付する。 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
未浄化槽設置者に対する 

戸別訪問回数 
－ 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

(成果) 浄化槽普及率 23.0% 32.5% 33.0% 33.5% 34.0% 34.5% 

 

【施策の基本方針】  
快適な住環境と公共用水域の水質保全のため、緑が丘浄化センターの

適正な維持管理、合併処理浄化槽の普及促進、公共下水道の適正な維持

管理と普及促進、農業集落排水の整備と維持管理を行います。 

●接続率の向上 

●公共下水道、地域下水道、農業集落排水の料金（住民負担）の差

の調整 

●サービス提供にかかるコストと使用者負担額との差の調整 

●合併処理浄化槽の適正な維持管理（法定検査、定期点検、清掃） 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

農業集落排水管理事業 

・農業集落排水施設の維持管理 

新城地区4 施設（八名井、吉川、塩沢、南部） 

鳳来地区２施設（巣山、名号） 

作手地区４施設（高里、菅守、開成、巴） 

・排水設備の普及促進事業 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
予防保全の観点での 

設備点検回数 
－ 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

(成果) 定住人口の水洗化率 90.0% 77.2% 80.4% 83.7% 87.0% 90.3% 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

南部地区整備事業 
・処理施設整備 
・管路施設整備 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 建設事業進捗状況 82.0% 93.0% 100% － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

公共下水道整備事業 ・事業計画区域の面整備 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 整備率 45% 48% 50% 52% 54% 56% 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

農業集落排水設備強化事業 
・天日乾燥床施設建設 

鳳来地区（巣山、名号） 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 天日乾燥床施設建設 － 1 施設 1 施設 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

地域下水道管理事業 
・地域下水道施設の維持管理 

緑が丘浄化センター、緑が丘ポンプ場 

・使用料徴収事業 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
予防保全の観点での 

設備点検回数 
－ 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

(成果) 放流水質 適正 適正 適正 適正 適正 適正 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

公共下水道管理事業 
・公共下水道施設の維持管理 

管路施設、マンホールポンプ施設 

・排水設備普及促進事業 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
予防保全の観点での 

設備点検回数 
－ 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

(成果) 水洗化率 88.5% 87.6% 87.7% 87.8% 87.9% 88.0% 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

下水道事業等企業会計移行事業 
・企業会計移行業務 
 公共下水道事業、農業集落排水事業、地域下水道事業 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
平成28 年度から 

企業会計へ移行 
基礎調査 資産調査 移行準備 移行 － － 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

公共下水道整備計画事業 
・汚水適正化処理構想の見直し業務 
・整備計画変更業務 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 
汚水処理構想計画見直し 

業務委託 
－ － 1 業務 － － － 

(成果) 汚水処理構想計画作成 － － 1 地区 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

長寿命化計画策定事業 
・長寿命化計画策定 
 公共下水道事業、農業集落排水事業、地域下水道事業 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設調査(管路) － － 2.8 ㎞ 3.0 ㎞ 3.0 ㎞ 3.0 ㎞ 

(成果) 長寿命化計画策定 － － － － 1 施設 1 施設 

 



- 98 - 

 
基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-３-２-４：公園・墓地の整備を進めます 
 

【施策の基本方針】  
市民のレクリエーション空間として、また、防災機能の向上など、市民

生活に密着した快適な住環境空間として、公園の整備を進めます。また、

墓園の在り方について検討し、整備を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

＜公園・緑地＞平成２２年度末現在、田町川北公園、田町川第１緑地、市場台西公園が公園・緑地として未

整備でした。田町川北公園及び第１緑地は、平成２３年度に整備を行い、市場台西公園につ

いては、平成２６年度から整備しています。 

＜墓園・斎場＞鴨ヶ谷墓園のニーズに応じた拡張のための用地購入などを検討中です。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「暮らす場の整備」の満足度 51.5 57.0 53.2 57.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

都市公園等面積 276,850 ㎡ 276,850 ㎡ 276,850 ㎡ 276,850 ㎡ 276,850 ㎡ 

指標①の内容 各年度末供用済都市公園等面積（市管理分）  測定方法：所管課調 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●事業実施の財源の確保 

●土地区画整理事業が土地改変に係る大規模行為に該当するため、回

復緑地としての公園等整備が必要 

●市営墓園整備の検討 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

墓園管理事業 
・市営鴨ヶ谷墓園の管理 

・墓地区画の使用受付 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 墓園管理に関する苦情件数 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

斎苑管理事業 
・しんしろ斎苑維持管理 

・火葬炉改修 

・管理・運営方法等の計画 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設の維持管理 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 

(活動) 
火葬炉改修工事・その他付属機

器の修繕 
2 号炉 4 号炉 3 号炉 

機械基盤

の修繕 

機械基盤

の修繕 

施設建物  

内の修繕 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

墓園整備事業 ・市営鴨ヶ谷墓園の整備（2 期工事） 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 用地購入 － 用地購入 － 整備工事 － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

都市公園等管理事業 
・都市公園等の遊具、浄化槽の保守点検やトイレの清掃、

草刈り等の管理を委託 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 草刈樹木剪定・遊具点検等 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

(活動) 施設修繕 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

都市公園等整備事業 ・事業箇所(市場台西公園・緑が丘第４公園)、公園整備工事 
③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 市場台西公園四阿設置 － 整備工事 － － － － 

(活動) 緑が丘第4 公園スロープ設置 － 整備工事 － － － － 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

重点 ２-３-２-５：良質な住宅の整備を進めます 
 

【施策の基本方針】  
住宅の耐震改修・補強の促進や住宅セーフティーネットとしての市営住

宅の整備を進め、市民が安心して安全に生活できるまちづくりを進めます。 

 

【施策の現状・経過】  
＜公営住宅等＞耐用年数の経過した芳ケ入住宅の建替やその他の住宅の計画的な改修を行います。 

＜民間住宅＞昭和 56 年以前の住宅に対し、耐震診断を促し、耐震性が弱いと診断された住宅の耐震性を高

める改修を促します。また、新規の宅地開発があれば、行政として側面での支援を行います。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「暮らす場の整備」の満足度 51.5 57.0 53.2 57.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

木造個人住宅耐震診断件数 100 件 100 件 100 件 100 件 100 件 

指標①の内容 
昭和 56 年 5 月以前の基準で建築された就寝室のある木造住宅について、無料耐震診断

を実施した件数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●耐震改修の制度の PR と必要性に対する市民の理解の促進 

●事業実施の財源の確保 

●民間事業者の開発動向の把握 

 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

市営住宅管理事業 ・屋根防水工事・外壁等塗装工事・施設修繕等 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設修繕 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

住宅地整備支援事業 
・新城地区における住宅地開発 

（※民間開発の誘導） 

⑤ 

市民主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 地区計画 ０件 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

住宅耐震化促進事業 
・木造住宅無料耐震診断・木造住宅耐震化促進事業補助（耐

震改修）・非木造住宅耐震診断費補助・木造住宅耐震シェル

ター設置費補助・木造住宅取壊し工事費補助 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 耐震診断ローラー作戦（訪問数） 813 件 500 件 500 件 500 件 500 件 500 件 

(活動) 耐震診断件数 ８２件 100 件 100 件 100 件 100 件 100 件 
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基本戦略２  自立創造 
 

 

 ２-３-２-６：生活環境を保全します 
 

【施策の基本方針】  
事業所などから発生する公害に関する苦情を適切に処理することによ

り、生活環境の保全を図ります。 

また動物に由来する感染症対策を進めるとともに、自然災害時等におけ

る防疫体制を整備します。 

 

【施策の現状・経過】  
騒音や悪臭等に係る苦情対応や主に車両事故に起因する油等の河川への流出を抑える初期対応等により、生

活環境を保全する取り組みを行います。また、騒音や振動、悪臭に関する各種届出の受理や指導、防疫用資材

などの維持管理・整備を行います。新東名高速道路と新城南部企業団地の産廃施設など、新たな環境変化に対

応するための環境調査を行います。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「暮らす場の整備」の満足度 51.5 57.0 53.2 57.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

苦情受付件数 実績値     

指標①の内容 
事業所などから発生する公害（土壌の汚染、騒音、振動や水質の汚濁等）に関する苦情

件数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

苦情処理件数 実績値     

指標②の内容 
事業所などから発生する公害（土壌の汚染、騒音、振動や水質の汚濁等）に関する苦情

の処理件数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●悪臭及び野焼きに関する苦情申し立てが増加。 

●事故などによる油流出に対応する時間が増加。 

●公害や法規制の対象外の苦情申し立てが増加。 

●消毒機器の更新及び薬剤の備蓄に関する課題（量、種類）ついての

検討。 

●新東名開通や産廃施設等の操業による大きな環境変化への対応。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

一般公害対策事業 
・公害苦情処理 

・騒音振動発生特定施設及び特定建設作業実施届等受付 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 
苦情解決割合 

（苦情受付件数） 

100％

（64 件） 

100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

環境衛生対策事業 
・衛生害虫等相談受付 

・自然災害発生時等における防疫 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 相談対応 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

新東名周辺環境調査事業 
・新東名周辺地区の環境調査（騒音測定及び河川水質検査

等）の実施 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 苦情解決割合（苦情受付件数） ― ― ― 
100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

産廃施設等周辺環境調査事業 
・新城南部企業団地進出予定の産廃施設周辺地区の環境調

査（臭気測定及び河川水質検査等）の実施 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 苦情解決割合（苦情受付件数） ― ― ― 
100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 

100％ 

（減少） 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-３-２-７：移住・定住を進めます 
 

【施策の基本方針】  
空き家バンク制度により空き家を有効活用するしくみを創設するとと

もに廃校舎を活用した若手起業家の活動の支援を行い、この地域への移

住・定住の促進および交流人口の増加を図り活力ある地域づくりを目指し

ます。また、人口減少の要因を調査し、人口増加対策となる取り組みを推

進します。 

 
【施策の現状・経過】  

空き家の現状や問題点、望まれる解決方法について各地域協議会へ諮問し、答申を受けています。市内小規

模小学校の再配置が進んだ場合、再配置で残された学校施設等については、再利用・活性化によって地域活性

化や住環境整備につながる方策を、全市的視点から地域と協議していくこととしています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「暮らす場の整備」の満足度 51.5 57.0 53.2 57.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

空き家利活用件数 － － 3 件 5 件 7 件 

指標①の内容 空き家バンクの創設により、空き家を利活用した件数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

オフィス・作業場への入居者 － 4 組 7 組 7 組 7 組 

指標②の内容 廃校舎への起業家の入居者数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●市内で賃貸及び売却を希望する空き家情報の把握。 

●市の「空き家バンク」に登録した物件に関する、魅力的な情報提供。 

●廃校舎を利用した起業家支援は、I ターン、J ターンの起業家に対す

る住居の確保が必要。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

空き家利活用事業 
・空き家バンクの設置 

・空き家に関する課題解決 

・空き家台帳を整備するための調査 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 空き家バンク物件新規登録件数 － － － 5 件 5 件 5 件 

(成果) 成約件数 － － － 3 件 5 件 7 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

まち・ひと・しごと事業 
・廃校舎を活用し、若手起業家に貸し出す 

・起業家のネットワークにより、交流人口の増加を図る 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) オフィス・作業場への入居者 － － 4 組 7 組 7 組 7 組 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

地域創生事業 
・市が抱える人口減少の要因・課題を調査する 

・市民、事業者などへのアンケート調査を実施する 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 市民等アンケート調査 － － 実施 － － － 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

結婚支援事業 
・男女の出会いの場を創出する活動やイベントを開催する 

・結婚支援研修会・講座等を開催する 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) イベント・講座等の開催数 － － 10 回 10 回 10 回 10 回 
(成果) 成婚率 － － － 10％ 15％ 20％ 

 



- 105 - 

 
基本戦略２  自立創造 

 

 ２-４：地域の文化と人を育む「山の湊」を創る 

 ２-４-１：歴史文化財が継承・活用されている 
 

幅広い世代の市民が、日常的に地域の文化に親しみ、学習し、体験している。また、地域におけ

る伝統文化の継承を地域が主体となって進めるなど、暮らしの中に歴史・文化が息づいている。 

 

 ２-４-１-１：歴史文化財を継承します 
 

【施策の基本方針】  
国・県・市による指定文化財をはじめ、芸能・行事等の伝承文化や湿原

など特異な自然環境・景観の保護・保全を図るため、後継者及び保存・継

承団体の育成と調査・研究活動を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

歴史文化財の継承のため、歴史遺産の調査、情報発信、文化財の指定、活用方法の検討、保存団体等への助

成や育成に努めています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「文化、芸能等の振興、保存」の満足度 64.8 70.0 66.2 70.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

指定文化財等件数 250 件 253 件 253 件 254 件 255 件 

指標①の内容 国、県、市の指定文化財及び国の登録文化財の件数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●有形、無形の文化財が散在しており、未指定のものを含めればその

数は膨大になる。 

●伝承文化の育成事業にあっては、魅力ある企画と独自性が求められ

る。 

●長篠城跡は、指定地の見直しを含め、範囲の確定を発掘調査により

行う必要がある。又、史跡の復原には現施設の移転が必要。 

●湿原の保全には、湿原だけでなく周辺の生活環境まで含めた計画が

必要となる。 
 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

文化財保護事業【再掲】 

・文化財調査の実施、資料等の分類整理 ・保存活用方法の

検討 ・指定文化財の保存事業 ・研究組織の立ち上げ ・民

俗芸能活動の調査 ・継承団体育成のための助成金交付 

・草刈等の環境整備の実施 ・環境パトロールの実施 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 文化財調査数 4 件 ３件 ３件 ３件 ３件 ３件 

(成果) 指定文化財等件数 256 件 250 件 253 件 253 件 254 件 255 件 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

長篠城址史跡保存整備事業 
・試掘調査･文献調査等の情報整理 ・保存整備計画の策定 

・公有地化 ・史跡公園整備工事 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 計画の立案 検討 検討 検討 検討 検討 検討 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

作手歴史民俗資料館改修事業 
・展示室等のリニューアル工事 

・戦国城址群のジオラマ制作 

・屋根工事 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改修工事 － － 実施 実施 実施 実施 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-４-１-２：歴史文化財・伝承文化等の紹介・活用を進めます 
 

【施策の基本方針】  
市内の貴重な歴史・文化を紹介する博物館や資料館において、子どもか

ら高齢者まで楽しめる分かりやすい展示構成の充実や特別展等の開催な

ど、市民及び来訪者の学習・交流の場としての有効活用を進めます。 

また、今後の紹介・活用に係る事業展開を市民とともに考える機会の拡

大に努めます。 

 
【施策の現状・経過】  

企画展の実施、歴史講座の開催、歴史ウォーキングの開催、収蔵資料の台帳整理、歴史文化財の活用活動等

には、地域住民の協力が不可欠となっています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「文化、芸能等の振興、保存」の満足度 64.8 70.0 66.2 70.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

施設観覧者数 41,000 人 42,000 人 42,000 人 43,000 人 43,000 人 

指標①の内容 保存館・資料館観覧者数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

企画展・講座・行事参加者数 14,100 人 14,200 人 14,200 人 14,200 人 14,200 人 

指標②の内容 入場者数及び参加者数実績 

 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●伝統文化の育成事業にあっては、魅力ある企画と独自性が求められ

る。 

●伝統文化の保存は、地域との連携が求められる。 

●今後の歴史文化財の保存と活用について、市民との協働を進める必

要がある。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市文化事業【再掲】 
・伝統、伝承文化の育成 

・文化イベントの開催 

・文化事業運営委員会の開催 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 観客者数（薪能・歌舞伎） 873 人 850 人 850 人 850 人 850 人 850 人 

(成果) 観客者の満足度（薪能・歌舞伎） 87％ 90％ 90％ 90％ 95％ 95％ 

 



- 108 - 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

文化財保護事業【再掲】 

・文化財調査の実施、資料等の分類整理 ・保存活用方法の

検討 ・指定文化財の保存事業 ・研究組織の立ち上げ ・民

俗芸能活動の調査 ・継承団体育成のための助成金交付 

・草刈等の環境整備の実施 ・環境パトロールの実施 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 芸能見学者数 2,720 人 2,100 人 2,100 人 2,100 人 2,100 人 2,100 人 

(成果) 保存団体会員数 576 人 740 人 740 人 740 人 740 人 740 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

設楽原歴史資料館運営事業 ・企画展の開催 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 企画展入場者数 13,575 人 6,600 人 6,700 人 6,800 人 6,900 人 7,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

長篠城址史跡保存館運営事業 ・企画展、歴史講座の開催 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 企画展入場者数 7,606 人 7,000 人 7,000 人 7,000 人 7,000 人 7,000 人 

(成果) 歴史講座受講者数 526 人 520 人 530 人 540 人 550 人 550 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

作手歴史民俗資料館管理運営事業 
・施設の維持管理 

・企画展の開催 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 企画展入場者数 1,514 人 1,500 人 1,500 人 1,500 人 1,500 人 1,500 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

保存館開館 50 周年記念事業 
・特別展の開催 

・記念誌出版 

・記念式典、講演会の開催 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 特別展の開催 － 3 回 １回 － － － 

(活動) 式典・講演会 － － 1 回 － － － 
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基本戦略２  自立創造 

 

 ２-４：地域の文化と人を育む「山の湊」を創る 

 ２-４-２：子どもが健やかに育っている 
 

学校・家庭・地域と行政が一体となって、子どもの教育環境を考える体制が地域ごとに整備され、

様々な体験カリキュラムや教育環境が充実し、未来を担うすべての子どもたちが、いじめや暴力か

ら守られ、豊かな感性と学力を備えて、たくましく健やかに育っている。 

 

 ２-４-２-１：確かな学力と郷土愛を育む学校づくりを進めます 
 

【施策の基本方針】  
耐震化を始めとする学校施設の改修・整備により、安心で居心地のよい

学校環境を創出するとともに、学校教育カリキュラムの充実と教職員の資

質向上に努めます。 

また、いじめ対策や不登校児童生徒対策をとおした子どもたちへの支援

の充実、地域学習や体験学習、キャリア教育など地域愛を育む新城教育を

推進します。 

 
【施策の現状・経過】  

全ての学校の校舎・屋内運動場の耐震化・改築工事は平成２４年度で完了しました。これにより、計画どお

り地震に対する学校施設の構造体は安全対策が図られましたが、より安心して学校生活を送られる環境とする

ため、非構造部材の耐震化に着手する予定です。また、特別な支援を要する児童生徒への指導を充実させるた

めの研修と人的配置については引き続き進めていきます。その上で、学校・家庭・地域が一体となった教育活

動である「共育」を展開します。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「学校教育施設の整備」の満足度 62.5 65.0 59.8 65.0 市民満足度調査 

「児童生徒の教育環境対策」の満足度 57.9 60.0 60.7 63.５ 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

支援による児童生徒の改善率 40％ 43％ 46％ 49％ 52％ 

指標①の内容 ハートフルスタッフの支援による児童生徒の改善率 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

机・椅子の更新率 53％ 64％ 76％ 88％ 100％ 

指標②の内容 小学校への木製机・椅子の導入率 

 

２．施策実施上の留意点 
 

●児童生徒数の減少 

●特別な支援を要する児童生徒への対応 

●適応指導教室の運営、指導員研修の見直しの必要性 

●学校と保健所、児童相談所、市民病院等との連携の充実 

●いじめ問題に対する住民協働型会議の開催の必要性 

●学校給食への地場産物の通年安定供給の困難さと、種類の限定 
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３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

高等教育機関運営支援事業 
・穂の香看護専門学校運営協議会の運営 

・専門学校の運営支援及び地域との連携協力について協議 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 運営協議会の開催 － 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

看護師修学資金貸付事業 ・卒業後に市内の医療機関で看護師に従事する者への貸付 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 修学資金貸与者数 － 7 人 20 人 30 人 30 人 30 人 

(成果) 市内医療機関就労者 － － － － 10 人 20 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

教科書等購入事業 ・教員用の教科書・指導書等の購入 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 教科書・指導書等の購入 
小・中学校 
改訂版購入済 

小学校改訂版
の購入 

小・中学校 
改訂版の購入 

補充 補充 
小学校改訂版

の購入 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小学校管理事業 ・学校施設設備の改修 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） 施設設備の改善 4 件 ２件 ０件 3 件 3 件 3 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

中学校管理事業 ・学校施設設備の改修 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） 教育環境の改善 3 件 １件 ０件 2 件 2 件 2 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

木の香る学校づくり推進事業 ・あいち認証材を使用した木製机・椅子の購入 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 机・椅子の更新 250 セット 250 セット 250 セット 250 セット 250 セット 250 セット 

(成果) 机・椅子の更新率 41％ 53％ 64％ 76％ 88％ 100％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

スクールバス等運営事業 ・スクールバスの購入及び運行 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) スクールバスの購入 ０台 1 台 3 台 1 台 － － 

（成果） 運行台数 ６台 ６台 ９台 ９台 ９台 ９台 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小学校再配置の推進事業 ・「６学級未満の学校」の学区と再配置の協議の場を設ける 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 該当学区との再配置の協議 調整協議 調整協議 調整協議 調整協議 － － 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

学校トイレ洋式化事業 ・全小中学校の児童･生徒用トイレ 1 か所に1 基を洋式化 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 調査設計・工事 ９校 4 校 2 校 3 校 － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

作手小学校建設事業 
・作手小学校北・南校舎の統合。Ｈ２９年度から新校舎使

用開始。 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

（活動） 小学校建設 基本設計 
実施設計 

用地買収 
建設 建設 － － 

（成果） 既設建物解体 － － 解体 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

給食方式検討事業 ・給食施設の建設計画及び運営方法の検討。 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） 検討 － 検討 検討 検討 － － 

（活動） 基本設計 － － － － 実施 － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

学校情報システム管理事業 
・公務支援システム・ファイルサーバ及び学校ホームペー

ジの管理システムの保守および賃貸借。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） サーバ更新 － 実施 － － － － 

（活動） 通常管理 － － 実施 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

作手中学校校舎改修事業 ・屋上防水改修 外壁改修 屋内運動場吊り天井改修工事 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） 長寿命化・危険個所排除工事 － １件 １件 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

鳳来寺小学校校舎改修事業 ・校舎の改修・増築。用地買収を行う 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

（活動） 施設の改修・増築・改築 － 
実施設計 

用地買収 
改修・増築 プール改築 － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

小学校吊り天井補強事業 ・鳳来東小学校非構造部材耐震補強工事 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） 調査・設計 － － １件 － － － 

（活動） 耐震補強工事 － － １件 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

中学校吊り天井補強事業 ・千郷中学校非構造部材耐震補強工事 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
（活動） 調査・設計 － － １件 － － － 

（活動） 耐震補強工事 － － １件 － － － 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

鳳来北西部 4 小学校移転事業 ・引っ越し費用 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 引越作業 － － 実施 － － － 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

英語講師派遣事業 ・英語講師派遣 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) ＡＬＴ小学校派遣時間 770 時間 736 時間 847 時間 847 時間 847 時間 847 時間 

(活動) ＡＬＴ中学校派遣時間 572 時間 624 時間 632 時間 632 時間 632 時間 632 時間 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

児童生徒野外学習推進事業 ・児童生徒の野外学習 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 小学校参加人数 458 人 435 人 435 人 430 人 420 人 410 人 

(活動) 中学校参加人数 415 人 495 人 495 人 490 人 480 人 470 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

学校生活適応指導教室推進事業 
・学校生活適応指導教室「あすなろ教室」開設、指導員の

訪問指導 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 「あすなろ教室」通室率 30％ 40％ 40％ 40％ 40％ 40％ 

(成果) 学校復帰率 60％ 60％ 60％ 60％ 60％ 60％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

「新城ハートフルスタッフ」活用事業 
・通常学級の支援を要する児童生徒に対しての学習支援 
・特別支援学級の児童生徒に対しての学習支援や自立支援 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 支援員の配置学校数 14 校 19 校 19 校 18 校 17 校 17 校 

(成果) 支援による児童生徒の改善率 37％ 40％ 43％ 46％ 49％ 52％ 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

へき地教育振興事業 
・小規模校集合学習 

・小規模校交流活動 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 集合学習実施校 8 校 8 校 8 校 5 校 3 校 3 校 

(活動) 交流学習実施校 6 校 6 校 6 校 3 校 4 校 4 校 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

学事関係事業 
・合唱交歓会の開催 

・中小学校体育連盟新城支所運営委託 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 小学校各種大会数 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回 

(活動) 中学校各種大会数 7 回 7 回 7 回 7 回 7 回 7 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

いじめ対策事業 
・「いじめ・人権問題サポート委員会」の設置 

・いじめアンケート実施 

・いじめホットライン開設 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) サポート委員会開催 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 

(成果) いじめ認知後の未解決件数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

 



- 113 - 

事業名 主な内容 市民協働指数 

中学生海外派遣事業 
・中学生の海外(韓国)派遣 

・韓国中学生の訪問受け入れ 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 韓国派遣参加人数 20 人 20 人 20 人 20 人 20 人 20 人 

(活動) 韓国中学生訪問人数 20 人 20 人 20 人 20 人 20 人 20 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

語学教育事業 ・英語コンベンションの開催 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 英語コンベンション参加組数 22 組 25 組 25 組 25 組 25 組 25 組 
(活動) 英語コンベンション参加人数 158 人 160 人 160 人 160 人 160 人 160 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

学校図書購入事業 
・学校図書館図書の購入 

・読み聞かせの開催 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 図書購入冊数 2,940 冊 3,000 冊 3,000 冊 2,800 冊 2,750 冊 2,750 冊 

(成果) 読み聞かせ実施校 16 校 17 校 17 校 14 校 13 校 13 校 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

研究研修事業 
・「新城の三宝」教材発掘研修、しんしろ教師塾、教職員研

修会、教育論文応募･審査、複式教育研究委員会等 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) しんしろ教師塾開催数 5 回 5 回 5 回 5 回 5 回 5 回 

(成果) 教育論文応募者数 39 人 50 人 50 人 45 人 45 人 45 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

不登校対策事業 
・不登校いじめ専門相談員による不登校児童生徒の家庭や
学校への巡回 

・不登校児童生徒本人や保護者との面談 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 不登校児童生徒への家庭訪問回数 239 回 200 回 200 回 200 回 200 回 200 回 

(成果) 学校復帰率 44％ 60％ 60％ 60％ 60％ 60％ 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-４-２-２：地域ぐるみで青少年の健全育成を進めます 
 

【施策の基本方針】  
めまぐるしく変化する社会環境の中で、青少年が将来への夢や希望を語

り合い、ともに影響しあいながら成長できる地域社会の形成をめざしま

す。そのため地域では、祭りや地域行事等における青少年の活躍の場の創

出に努めるなど、地域ぐるみで規範性や社会性を培い、「郷土を愛する心、

人を愛する心」に満ちた人間形成を支援します。 

 
【施策の現状・経過】  

新成人代表者に企画・運営から参加いただき、大人への自覚と地域行事への参加・活躍の場の提供に努めて

います。学校週５日制が開始されたことに伴い、学校休業日に子どもたちに有意義な活動機会を提供するため、

多種多様な講座を実施しています。また、青年の家は、利用者の利便性の向上と施設の適切な維持管理のため、

平成 25 年度から直営にしました。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「青少年の健全育成」の満足度 55.5 60.0 56.5 65.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

成人式参加率 90.0％ 90.0％ 90.0％ 90.0％ 90.0％ 

指標①の内容 
成人式対象者（市内に住所を有するもの。もしくは、新城市の成人式に参加の希望があ

ったもの。）のうちの参加率 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

青年の家利用者数 40,000 人 40,000 人 40,000 人 40,000 人 40,000 人 

指標②の内容 「新城青年の家」の利用者数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●地区により、青少年の生活形態が異なっている。 

●時代とともに青少年団体と地域の関わり方も変化している。 

●新成人にとって魅力ある式典内容の検討が必要である。 
●共育について広く市民への浸透を図れるような啓発が必要である。 

●施設・設備が老朽化しており、大規模な改修が必要である。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

青少年健全育成事業 
・各種講座の開催 

・成人式の開催 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 講座参加者数 99 人 120 人 120 人 120 人 120 人 120 人 

(成果) 成人式参加率 91.7％ 90％ 90％ 90％ 90％ 90％ 

 

 

 



- 115 - 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

新城青年の家管理事業 
・新城青年の家の運営 

・施設の維持管理及び改修 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 施設利用者数 40,638 人 40,000 人 40,000 人 40,000 人 40,000 人 40,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

共育推進事業 
・共育の理念の啓発に向けて「新城共育１２」の浸透を図

るため、啓発物品を配付する。 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 小学校新入生へ啓発カード配付 － 約 400 人 約 400 人 約 400 人 約 400 人 約 400 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

鳳来寺山自然科学博物館運営事業 

・野外学習会（自然観察会）の開催 ・子ども自然講座（動

物、植物、地学に関する現地学習会）の開催 ・屋根のな

い博物館ガイドツアーの開催 ・自然環境調査 ・新城版

レッドデータブックの作成 ・新城市史「自然編」発行 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 野外学習会等開催数 13 回 15 回 15 回 15 回 15 回 15 回 

(成果) 野外学習会等参加者の満足度 93％ 96％ 96％ 96％ 96％ 96％ 
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基本戦略２  自立創造 

 

 ２-４：地域の文化と人を育む「山の湊」を創る 

 ２-４-３：いつでも学べる場が用意され、文化・スポーツ活動が盛んに行われている 
 

一人ひとりの体力や興味に合わせて、気軽にスポーツ活動や文化活動を行うことのできる環境が

整っている。また、文化とスポーツを通じた交流が盛んに行われ、文化、スポーツ施設がいつも賑

わっている。 

 

 ２-４-３-１：市民文化活動を応援します 
 

【施策の基本方針】  
文化協会加盟団体への支援や各種大会、発表会の開催支援など、郷土芸

能や文化活動に対する市民参加と市民理解の促進に努めることで、郷土の

文化･芸能の伝承を進め、市民の自己啓発の向上を図ります。また、文化

施設の改修･整備に努め、利用者の利便性を図ります。 

 

【施策の現状・経過】  
市民が文化イベントに参加することで、精神的な向上を高め、自己啓発の意欲を向上させるために事業の企

画や支援を行っています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「文化、芸能等の振興、保存」の満足度 64.8 70.0 66.2 70.0 市民満足度調査 

「文化施設の整備充実」の満足度 59.1 65.0 61.3 65.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

文化協会登録団体の会員数 1,480 人 1,480 人 1,480 人 1,480 人 1,500 人 

指標①の内容 登録会員数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

文化イベントの観客動員数 4,000 人 3,500 人 2,300 人 2,400 人 2,500 人 

指標②の内容 チケット販売数及び入場者数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●文化イベント開催には、魅力ある企画と独自性が求められる。 

●集客のための情報 PR 活動の拡大が必要。 

●地域文化広場は、診断結果より補修を必要とされたが数億円規模の

改修費用が必要。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

市文化事業【再掲】 
・伝統、伝承文化の育成 

・文化イベントの開催 

・文化事業運営委員会の開催 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 観客者の満足度 95％ 90％ 90％ 90％ 95％ 95％ 

(成果) 観客者数 7,221 人 4,000 人 3,500 人 2,300 人 2,400 人 2,500 人 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

市民文化講座開設事業 
・市民文化講座の開催 

・市民文化講座運営委員会の開催 

③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 観客者の満足度 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ 

(成果) 観客者数 1,239 人 2,300 人 2,500 人 1,600 人 1,600 人 1,600 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

文化団体支援事業 
・文化協会の運営 

・各種団体活動支援 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 文化協会登録団体 27 団体 32 団体 32 団体 32 団体 32 団体 32 団体 

(成果) 文化協会会員数 1,179 人 1,480 人 1,480 人 1,480 人 1,480 人 1,500 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

地域文化広場改修事業 
・消火設備更新工事 

・外壁改修工事 

・非常発電機更新工事 

① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 改修工事 実施 実施 実施 実施 実施 実施 
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基本戦略２  自立創造 

 

 ２-４-３-２：市民スポーツ活動を応援します 
 

【施策の基本方針】  
マラソン大会など市民ニーズに基づくスポーツイベント・大会の開催

や、体育協会及びスポーツ少年団加盟団体への支援、体育施設の整備を進

め、市民の健康・体力向上と交流、青少年の健全育成を図ります。また、

市内の自然を活かしたアウトドアスポーツのイベント開催や若い世代の

意見等を反映したスポーツ振興などにより、地域の活性化を進めます。 

 
【施策の現状・経過】  

マラソン大会などは、近年の健康志向による市民ランナーの増加によって、キャパシティ以上の参加申し込

みがありうれしい悲鳴である一方、市内のみを対象としたイベントになると参加者が減少しています。また、

少子高齢化によるスポーツ少年団の団員不足により、継続が困難な団体が発生しています。さらには、イベン

トを開催する上で地元の承諾を必要とする種目もありより地元の理解と協力が必要となっています。 

 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「スポーツに親しむ環境づくり」の満足度 59.6 70.0 62.1 70.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

体育協会登録会員数 3,126 人 3,500 人 3,500 人 3,500 人 3,500 人 

指標①の内容 体育協会に登録している会員数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

マラソン大会参加者数 2,695 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 

指標②の内容 新城マラソン大会の参加者数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●スポーツイベントは、多くのニーズに対応した種目が望ましいが、

対応するスタッフや会場の確保が難しい。 

●アウトドアスポーツを地域にいかに根付かせるか。また、地域の住

民理解と関係団体の協力体制作りが重要。 

●市民が参加しやすい、応援しやすいマラソン大会にする必要がある。 

●老朽化の進む体育館の改修・建設について、中長期的な計画検討が

必要。 

●夜間照明施設は利用頻度及び設置状況を考慮して、施設の維持修繕

の優先度及び施設の見直し検討が必要。 
 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

市民スポーツ振興事業【再掲】 
・体育協会主催各種イベント・大会開催 

・スポレク祭開催 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 春・夏市民スポーツ大会参加者数 5,329 人 5,250 人 5,500 人 5,500 人 5,500 人 5,500 人 

(成果) スポレク祭等参加者数 2,287 人 2,400 人 2,400 人 2,400 人 2,400 人 2,400 人 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

新城マラソン大会開催事業【再掲】 
・実行委員会の開催  ・大会の周知 

・道路使用の手続き  ・参加者募集 

・大会開催 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 参加者数 2,801 人 2,695 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 3,000 人 

 

事業名 主な内容 市民協働指数 

DOS 地域再生事業【再掲】 

・新城ラリー（自動車）の開催 

・ツール・ド・新城（自転車）の開催 

・新城トレイルレース（マラソン）の開催 

・三河高原トレイルレースの開催 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 観客動員数[ラリー] 42,000 人 48,000 人 50,000 人 50,000 人 50,000 人 50,000 人 

(成果) 経済効果[ラリー]（単位：千円） 700,000 890,000 900,000 900,000 900,000 900,000 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

スポーツ団体支援事業 
・各種団体活動支援 

・加盟団体への大会行事に対する支援 

・スポーツ少年団活動に対する支援 

④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 体育協会登録会員数 3,150 人 3,126 人 3,500 人 3,500 人 3,500 人 3,500 人 

(成果) スポーツ少年団会員数 346 人 400 人 400 人 400 人 400 人 400 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

鬼久保ふれあい広場管理事業 

・湿原の森改修 
・リフレッシュセンターテラス改修 
・イベント広場吊屋根、鉄柱塗装 
・テニスコート改修工事(6 面) 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 大規模改修箇所数（累計） 4 か所 5 か所 6 か所 7 か所 8 か所 10 か所 

(成果) 施設年間利用者数 38,596 人 51,000 人 51,000 人 51,000 人 51,000 人 51,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

夜間照明施設管理事業 
・市内夜間照明各施設の定期点検 

・市内夜間照明施設の定期的修繕 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設の維持管理 9 か所 9 か所 9 か所 9 か所 9 か所 9 か所 

(成果) 利用頻度（シーズン） 週 3 回 週3～5回 週3～5回 週3～5回 週3～5回 週 3～5 回 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

休止社会体育施設等の撤去事業 
・施設の有効活用、跡地利用の検討(・登攀施設・市民プー

ル・レストハウス・夜間照明施設・その他社会体育施設

の撤去工事） 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 施設検討会議数 ０回 ２～３回 ２～３回 ２～３回 ２～３回 ２～３回 

(活動) 撤去件数（累計） 0 件 ０件 1 件 1 件 1 件 1 件 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

夜間照明施設整備事業 
・市内夜間照明施設の大規模改修 

・老朽化した照明施設の更新、改修 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 累計改修箇所数 ４か所 ４か所 ４か所 4 か所 5 か所 6 か所 

(成果) 施設の大規模改修率 45％ 45％ 45％ 45％ 55％ 66％ 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

鬼久保ふれあい広場整備事業 
・湿原の森整備 
・老朽化施設の改修 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 企画・運営スタッフ会議 ２～３回 ２～３回 ２～３回 ２～３回 ２～３回 ２～３回 

(成果) 施設年間利用者数 38,596 人 51,000 人 51,000 人 51,000 人 51,000 人 51,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

総合体育館調査研究事業 ・市内関係部署等による総合体育館調査研究会議の開催 
③ 

双方対等 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 体育館調査研究会議 適時開催 適時開催 適時開催 適時開催 適時開催 適時開催 

(成果) 方針決定 － － － － 協議 協議 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

スポーツ推進計画策定事業 
・「市民交流」「青少年の健全育成」「市民スポーツ振興」の

指針となる「スポーツ振興プラン」の策定及び冊子の発

行、スポーツ振興施策とする。 

② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 策定委員会の開催 － ３回 3 回 － － － 

(成果) スポーツ振興プラン冊子の発行 － － 11 月 － － － 
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基本戦略２  自立創造 

 

 

 ２-４-３-３：生涯学習活動を応援します 
 

【施策の基本方針】  
市民の自己実現や自発的な学習・スポーツ活動を支援するため、活動の

場の提供・整備や情報の収集・発信に努めるとともに、活動を支える指導

者やリーダーの養成、人材登録を進めます。また、PTA や子ども会、公

民館、コミュニティなどの社会教育団体が行う地域に根ざした生涯学習活

動を支援します。 

 

【施策の現状・経過】  
地域住民が連帯して地域づくりのために行う活動が活発になるよう、活動費の補助を行っています。親子が

ふれあう機会を創出するため、週末に料理教室など親子体験教室を開催しています。生涯学習の場、交流、情

報交換の場として生涯学習への参加促進と地域の和と教育力を広げるため、平成 25 年度から市公民館の管理

運営を直営にしました。 
 

１．施策の達成状況 

【１】市民満足度による実績及び目標（％） 

施策達成度指標 
H22 年度 H26 年度 H30 年度 

測定方法 
実績 目標 実績 目標 

「生涯学習の推進」の満足度 63.8 70.0 64.3 70.0 市民満足度調査 

【２】成果指標による目標 

施策達成度指標① H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

公民館まつり等参加者数 17,000 人 17,000 人 17,000 人 17,000 人 17,000 人 

指標①の内容 公民館まつり、盆踊りの参加者数 

施策達成度指標② H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

土曜親子ふれあい教室参加者数 310 人 310 人 310 人 310 人 310 人 

指標②の内容 「土曜子ども教室」、「親子自然観察会」の参加者数 

 

２．施策実施上の留意点 
 
●社会教育団体の自立に向けた育成支援が必要である。 

●市全域的な地域の特性を生かした公民館活動が必要である。 

●資料館等同等施設開館により新城図書館開館当初とは状況が変化 

しており、図書館二階の有効利用が望まれる。 

 

３．主な事業名と内容、成果（活動）指標、協働指標 ※H25 年度は実績、H26 年度以降は目標 
 

事業名 主な内容 市民協働指数 

生涯学習支援事業【再掲】 ・公民館活動の支援 
⑤ 

市民主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 公民館まつり等参加者数 16,812 人 17,000 人 17,000 人 17,000 人 17,000 人 17,000 人 
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事業名 主な内容 市民協働指数 

家庭教育推進事業 ・土曜親子ふれあい教室の開催 
② 

行政主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 土曜子ども教室の参加者数 230 人 200 人 200 人 200 人 200 人 200 人 

(成果) 親子自然観察会の参加者数 145 人 110 人 110 人 110 人 110 人 110 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

図書館（ふるさと情報館）事業 ・図書館（ふるさと情報館）利用の活性化 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 市民一人当たり図書貸出冊数 3.7 冊 4.2 冊 4.4 冊 4.6 冊 4.8 冊 5 冊 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

西部公民館管理運営事業 ・西部公民館の適正な維持管理及び運用 
① 

行政主体 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(成果) 施設利用者数 31,036 人 27,000 人 27,000 人 27,000 人 27,000 人 27,000 人 

 
事業名 主な内容 市民協働指数 

公民館農業集落排水接続事業 ・農業集落排水設備工事に対し、補助金を交付する。 
④ 

市民主導 

成果（活動）指標 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(活動) 対象公民館 － － 2 か所 1 か所 － － 

 


